前説


それではこれよりおすすめ同人紹介による 同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2017　
授賞作発表を開催いたします。
おすすめ同人紹介のみなみと申します。よろしくお願いいたします。
まず本日のスケジュールをご説明いたします。
クリック
この前説が終わってから、ノミネート作品の紹介を行います。
15:00頃から授賞作発表、
15：30頃からは授賞サークル様から一言コメントをいただき、終了は16:00頃を予定しております
どうか最後まで、お付き合いいただければ幸いです。
クリック
　なお、昨年までと同様、ロゴ・バナーは不機嫌亭デザインズさんに作成いただき、ＢＧＭはTeamLinkさんのアドベンチャーゲーム[veil]の音楽を使用させていただいております。[veil]は現在フリー配布……停止中です。残念です。
クリック
さて、これを聞いてくださっている方の多くは既にご存知かとは思いますが、同人ゲーム・オブ・ザ・イヤーとはなんだ、というところから説明させていただきます。
同人ゲーム・オブ・ザ・イヤーは2006年より多少形を変えながらも続いている企画で、その年度、4月から次の年の3月までに発表された同人ゲームの中で、各部門に当てはまる作品やキャラクターを候補としてノミネートし、最終的に部門ごとに一つ、受賞作を決めるというものです。
なお、選考・準備は全ておすすめ同人紹介のみなみ一人で行っております。
クリック
　部門についてはご覧のとおりとなっております。
クリック
基本的に一ルート以上完結か、一話完結形式の作品が各部門の対象です。
クリック
体験版・連作部門のみ体験版や第一話、第一章が2017年度に発表された作品を対象にしております。
　作品部門はノミネート作品全てが対象となっております。
クリック


それではまずノミネート作品の紹介です.
紹介順は私がフィーリングで決めましたが、大体最初の方が女性向け
それから全年齢、体験版連作、後ろの方は18禁作品という順番になっております。
クリック




ノミネート作品紹介


主演男優部門、大体一時間以内の作品が対象の短編部門、演出が良い作品が対象の特殊効果部門、
チョリアンさんの
僕でいい？僕でいいよね？僕がいいよね？

僕でいいの？僕にする？僕にしとく？とアキです。
この作品は女性向フリーソフトです
読書が好きで、優しくて、真面目な「アキ」と付き合っている「マリン」は、
アキから、性格が全然違っていて、仲の悪い兄がいるという話を聞く。
その後、友人に連れられて行ったクラブで、アキに声が似ていて、性格が全然違うバーテンダー、カイトと出会う。
さらにカイトには弟がいると知り、興味を惹かれたマリンは、カイトがいるバーに通い詰める。
そしてだんだんと、何事にもまじめすぎるアキに不満を募らせていくのだった。
ばいばい
作品ページの注意書きに尻軽ヒロイン、浮気、NTR といった要素を含みます。とあるのですが偽りはありません。
特に……主人公のマリンは尻軽です！！！
でもアキの真面目さも酷いもので本当に融通がきかず、
刺激的なカイトに浮気してしまうのも仕方ないかな、と思うような性格でした。
しかし！　主演男優部門にノミネートしたのは「アキ」なんですよね。
その理由は主にラストシーンなのですが、三十分くらいで読み終えることができるので是非読んでみてほしいです。
タイトル名の「僕でいい？僕でいいよね？僕がいいよね？
僕でいいの？僕にする？僕にしとく？」もインパクトありますが、
ラストシーンも負けず劣らず印象的でした。
特殊効果部門、先ほどからご覧頂いている通り、センスがいいってこういうことですよね。
スマホごしにだけピントが合う所とか、豊富なカットインとか、
スタイリッシュな音楽とか、アキとカイトの見た目の違いとか。
この動画、編集一切なしです。
ほんと、センスがいいってこういうことですよね。
……えー、とりあえず意味もなくもう一回タイトル名を言ってみます。
チョリアンさんの「僕でいい？僕でいいよね？僕がいいよね？僕でいいの？僕にする？僕にしとく？」紹介でした。

クリック








安らげる作品が対象の穏やか部門、短編部門、ＡＯＬ（あおえる）さんのレイニートレインです。
この作品は女性向フリーソフトです。
クリック
主人公は雨の日の電車が好きだった。
その理由は、雨の日だけ同じ電車の同じ車両に乗ってくる、
名前も知らない、会話を交わしたこともない男の子がいるから。
梅雨のある日。
「今日も雨か……うれしいな」と思った彼女は、いつものように大好きな小説を読みながら、
同じく本を読んでいる彼を盗み見する。
クリック
そんな時、彼が話しかけてきて、
以降会って会話を交わすようになる。
クリック
しかし、彼に親しく接してくる綺麗は人を見てしまい……
という梅雨の季節を舞台にした恋愛なのですが……
クリック
やばいです。　なんですかこのいじらしさは！
ピュアです！　気になる彼と話すだけで慌てたり照れたり。
はぁ～　最高ですね。
主人公ちゃんのこのくせっ毛もかわいいですよね。
クリック
縛らないとこんな感じになるのも可愛いですね。
クリック
電車の彼も見た目は、とても綺麗で格好いいのですが、
実際に話してみるとめちゃくちゃヘタレで、やっぱりピュアで、可愛いんです。
もうほんっとお似合なんっですよう。
不器用な二人が、不器用に親しくなっていく。たまりません。
もう末永く幸せになりやがってほしいですね。
クリック
また、文章も雨の日の瑞々しくて透き通った空気が表現されていて読んでいてとても心地良いです。
私は真逆の季節である乾燥した冬に読んでのですが、
クリック
特に冒頭のシーンを読んでいるとき、確かに湿気を感じました。
それも不快ではない、うるおうような湿気です。
もう冒頭でこの作品は良い……と確信しましたね。
その通りに、優しくゆったりとした音楽、雨の降る効果音と共に、
二人の恋愛を浸るように読み進められる物語です。
クリック




笑える作品が対象の爆笑部門、短編部門、Paper Moon(ペーパームーン)さんのゴッデスリトルラビット！です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
森のはずれでマジックショップを営むエルフの女の子、ラビットは、
クリック
弟のヒースと二人で平和な毎日を過ごしていた。
今日はたぬきさんにお薬を届けに行く予定が入っていて……という、
クリック
モンスターを倒したり、探索したりしてアイテムを手に入れ、
それを合成して新しいアイテムを作ったりしていくRPGです。
2017年エイプリルフールに合わせて制作されたとのことです。
このような戦闘画面で、攻撃したりダメージ受けたりするときも
ラビットがボイス付きで可愛らしくリアクションしてくれました。
あとですね、これは皆様にこっそりお伝えしますが、後半にはラビットのお風呂シーンもあるんです。
しかも湯気や謎の光で隠れるなんて無粋なことはありません。素晴らしいですね。
クリック
しかし、オークに逆恨みされてしまい弟が連れ去られ、
クリック
ラビットもオークたちに囲まれ絶体絶命。ラビットは神様に願います。
すると現れたのが
クリック
この神様。ゴッデス・ゴリラ。
ゴッデス・ゴリラから力を授けられたラビットは
クリック
ゴリラとなり、弟を助けに向かうのでした。
クリック
はい、この可愛らしいラビットが、
クリック
こうなります。その時のオークたちの反応はこうです。
クリック
ゴ…ゴ…ゴリラだー！！！
まあ女の子が一瞬でゴリラになったらそうなりますよね。
クリック
こちら戦闘画面です。
このゴリラ、強いです。
クリック
もはや懐かしいこの画像ではヒットポイント三ケタですが、
クリック
ゴリラは8608です。それ以外のステータスも大きく上昇し、
ダークネスゴリラ、ゴリラフレイムなどの強力なスキルも覚えています。
オークごとき敵ではありません。
ゴリラとなったラビットは弟を助けに驀進（ばくしん）するのでした。
いやあ、本当に後半はゴリラずくしで笑えました。
先ほども言いましたが後半にはラビットのお風呂シーンもあるんです。
クリック
ちなみにタイトル画面で、すでにゴリラゲーであることは暗示されています。
ヒントは縦読みです。
クリック
主演
クリック
女優、短編、ムービー・動画、歌曲部門,歌ですね、、印象的な絵の作品が対象の美術部門、
みちばたろーるさんのINSIEME-インシエメ-とOPの歌、街角ストリッパー
それに主人公の少女、ニカです。
タイトル名
この作品はダウンロードショップで入手可能です
貧民街で暮らす孤児のニカは、
街の情報を集め、マフィアへと伝える仕事をしていた。
ある日、彼女は貧民街に似つかわしくないラドという名の男と出会う。
ラドと別れた後、ニカは何者かに誘拐されそうになるが、
危機一髪の所をラドによって助けられる。
ラド
ニカとラドは誘拐犯を探すため、二人で調査をしていくのだった。
ご覧頂いている通りムービーと歌がとてもおしゃれです。
ここ登場人物のシルエットが各キャラ特徴的に動いた後、立ち絵が表示されるところが特にお気に入りです。
オルランド
歌もちょっとけだるげに、けれど信念を感じさせる歌声で、
舞台となる貧民街と、ニカに合っていました。
グラフィックも、勝気だけれど利発なニカや大人の色気たっぷりなラドなど、
おそらく舞台はイタリアがモチーフだと思うのですが、
街並みと絵柄がぴったり合っていて、本当に彼らが街にいるかのように思えました。
ボタン
ニカは孤児という境遇でありますが、ある目的の為に仕事をしていて、
クリック
けなげに、したたかに生きる姿はとても印象的でしたし、
クリック
スマートな立ち振る舞いをするラドも格好良かったです。
クリック
ジャンルはおじさんと少女のオリジナルノベルゲーム、とのことで、
クリック
ニカを誘拐しようとしなのは何者なのか？　ラドが貧民街へやってきた目的は？
といったストーリーだけでなく、
クリック
おじさんと少女コンビを眺めてニヤニヤする楽しみがある作品でした。
クリック
歌曲部門、ゆにぱれ製作委員会さんのゆにぱれ！～Unit of Palette（ユニット　オブ　パレット）～です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
クマ美術大学二年生の主人公は履修登録に失敗して一切の授業を受けられない危機に陥ってしまった。
ちなみに主人公は男女選択可、名前変更可です。
クリック
そこに現れたのはクマ美大のマスコットキャラ、クマミ。
ぬいぐるみのような姿なのになぜか動き、喋れるクマミは、履修登録をしたことにするかわりに、
アイドルグループを作り、学園祭のステージに立たせてほしいと言ってきた。
クリック
勧誘活動を行い、導かれるように集まった十三人の美大生。
クリック
主人公はプロデューサーとして、アイドルグループ
クリック
「 ユニット　オブ　パレット」の活動を手助けしていくのだった。
クリック
基本的なストーリーは全ルート共通ですが、
序盤で「 ユニット　オブ　パレット」メンバー十三人のうち一人を選ぶことができ、
選んだルートではいくつかのエピソードがそのキャラクターのものになるという構成。
クリック
それぞれのルート毎に、そのキャラクターの悩みや良さを知ることができました
クリック
ご覧の通り見た目もカラフルで、性格もそれぞれバラバラな十三人のため、
クリック
意気投合したり、トラブルが発生したりしますが、
クリック
なんとか頑張って迎えた学園祭、という所で流れるのが、
この歌、ゆにぱれ！～Unit of Palette（ユニット　オブ　パレット）～です。
クリック
この作品は各キャラクターにパートボイス……つまり一部のセリフ等にボイスがあるのですが、
そのボイス担当をされている十三人全員で歌っています。
また、合いの手とかみんな好き勝手に喋る箇所があったりして、
集大成、と呼ぶに相応しい歌になっていました。
私は全員のルートを読むために十三周しましたが、
何度周回してもこの歌が流れるところは、感慨深さを覚えました。
十三人と共に学園祭のステージを目指していく、そのラストに歌われるのがこの曲で、良かったです。

（サビまで少し待つ）
クリック



歌以外の音楽が対象、作曲部門、特殊効果部門、
クリック
ALICE IN DISSONANCE（アリスインディソナンス）さんの「マクナ＝グラムラとフェアリー・ベル」です。
この作品はダウンロードショップで入手可能です。
10歳までに里親が見つからないと動物にされ売られてしまう孤児院で、
厳しく理不尽な院長に虐げられながら暮らす少女「マクナ」と、友達の少年「セビア」
彼らの元へフェアリー「ベル」が現れ、「エンレス・ランド」へと招待されました。
「エンレス・ランド」は
フェアリー「ベル」を信じる子供たちだけが永遠に、幸せに暮らす場所。
願えば好きなところに行け、好きなものをが出てきます。
でも、、オトナになることだけはできないのでした。
同サークルさんの2013年体験版・連作部門受賞作
fault（フォルト）シリーズに登場する童話『フェアリー・ベル』のビジュアルノベルとのこと。
こちらの世界にはない固有名詞が出てきたり、
１年？　１０年？　１００年？　などといった
「むかしむかしあるところに」に近いかもしれない前置きが出てきたりなテキストも
よりfault（フォルト）世界の童話であるという印象を強く持たせてくれました。
ご覧の通り演出豊富で、特にマクナがどこかへ行くことでその場所が花開くかのようになっていて、
立体絵本を思わせるつくりになっていました。
絵も可愛らしく、また、絵の具の滲みなども表現されています。
BGMもエンレス・ランドでは祭りやパレード、ショーを思わせる華やかなものでしたし、
現実世界では物悲しく、タイトル画面や終盤は懐かしさと一抹の寂しさを、とそれぞれの場面に合っていました。
さて、「なんでも叶う」、「子供たちだけの」、「いつまでもつづく」、「夢の国」
……役満ですね。
…………童話っぽくない言い方をしてしまいましたが、
それだけで終わるわけがない、とこれを聞いてくださっている方々はおそらく身に染みていることでしょう。
…………その通りです。
ですが、終盤の展開はそれだけに終わらないものでしたし、
最後の最後まで読んで、タイトル画面に戻って、そこでまた思いを馳せることができる、
そんな、全部、隅から隅まで併せて「マクナ＝グラムラとフェアリー・ベル」である、
というところが徹底して意識され、制作されたことが伝わってくる作品でした。
クリック










シナリオがよかった作品が対象の脚本部門、独自の魅力がある作品が対象の独創部門、
物置の中の骸骨さんの廃工場と死とラセツです。
この作品はフリーソフトです。
クリック
かつては工場が多く作られ栄えるも、
いまではほとんどが廃工場となってしまった街のアパートで目を覚ました主人公。
彼は自分の名前さえも思い出せず、何故ここにいるのかと途方に暮れていた。
クリック
そこに隣の部屋に住む男、秋山が現れ、主人公はとっさに浮かんだ名前「ラセツ」を名乗る。
クリック
面倒見の良い秋山を介してレナと周（シュウ）とも知り合い、
クリック
四人で廃工場へ肝試しに行くが、以降様々なことが起こっていくのだった。
この「廃工場と死とラセツ」はですね。
クリック
ほぼ全てお一人で制作されており、ただならぬものをビシバシ感じる作品です。
その一端をお見せするため、まずスタッフロールの途中から8倍速で流します。
最初の方はネタバレになるのでカットさせていただきました。
クリック（必要に応じて映像クリックで止める）
このあたりは作中のサブキャラです。
生物、植物他
最初の三つはぬいぐるみです。
このあたりは動物ですね。
キツネノカミソリは植物です。
主人公含めた立ち絵のあるキャラは全て「お一人」で声を担当されております。
脚本も、人物絵も、背景も、音楽も、スクリプトも。
さすがに効果音は違いますが、四曲ある歌も作詞作曲歌唱全てお一人です。
クリック
それにより混沌とした一体感が形成されていて、その世界に呑み込まれそうになりました。
クリック
この一枚絵などはレナの抱えているものが露わになる場面なのですが本当に恐ろしかったです。
あ、この橙色のがスタッフロールに出てきたキツネノカミソリです。
クリック
雰囲気だけでなく物語も、主人公は何者なのかという所から始まり、
読み進めて十一あるエンディングを見ていく過程で謎が増えたり明らかになったりしつつ、
最後二つのエンディングでそういうことだったのか！　と思える構成になっていました。
ビジュアルだけでもただものではないと思わせられますが、
実際にプレイして音と物語を味わうと、よりそう感じることができる作品でした。
クリック



読んでいて楽しいと思える作品が対象の楽部門、論理的な説得力のある作品が対象のロジック部門
ムサシノダスカさんの北九州人狼怪記録です。
この作品は同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
弟と、大学の友人と、三人でルームシェアをしている高津は、
高津
カードゲーマーでもあり、おへそを出した女の子キャラが大好きな同人作家でもあった。
即売会前後に同人仲間で集まって遊んだり飲み食いしたりしつつ賑やかな日々を送っていたが、
ある日、職場のおもちゃ屋で人狼カードを手に入れる。
それを使用し同居人やゲーム仲間、総勢十三人で人狼ゲームをした日の夜、
あおツリーげしゅ
夢の中で弟が死んだと告げられる。
翌朝、夢の通りに弟の死が伝えられ、高津たちは人狼カードの効果による死のゲームに巻き込まれていくのだった。
前半は日常パート、後半は人狼パートとなっており、
「村人ルート」と「占い師ルート」が収録された「ヒト」編と
「偽物ルート」と「妖狐ルート」が収録された「ケモノ」編があり、
カーネット
日常パートは共通で両方に収録されているのでどちらから読んでも大丈夫ですが、
「けもの」の方がより人狼カードの真相に迫る内容になっております。
人狼パートは「人狼、村人、占い師、霊媒師、狩人、狂人、妖狐」がランダムに割り振られた状態で、
高津が所属する陣営の勝利を目指していきます。
しかし高津は主人公であるため、噛まれたり吊られたりした段階で物語としては終わってしまいます。
そのため絶対に退場しないようにしつつ陣営が勝利する立ち回りをしなければならないなど、
カタン
通常の人狼ゲームとは異なる部分も結構ありますが、しっかりとルール説明がされ、あとで確認することもできます。
人狼パートで話し合った内容も後で読み返すことができ、特定の発言を証拠として人狼を特定する場面も。
音消える
誰かがヘンな発言をしていないか目を光らせたり、この人がこの役職だったらこういう行動を取るはず、
と頭を働かせたり、挑みがいがありました。
そんな人狼パートも面白いのですが、日常パート……めっちゃ楽しいです。
即売会で薄い本を交換しつつ触手凌辱は純愛と力説したり、
そこで提案があります
成人男性だけで水族館に行ってはしゃいだり、
カードゲームやボードゲームしたり、宴会したり、
みんな気の合う仲間と好きなことをするのが楽しいということが伝わってきますし、会話もホント面白いです。
ただ個人的に、彼らの中で最年長のまとめ役でも30歳という所に常にダメージを受け続けていました。
誰を選択しますか？
それはともかく、高津一人でいるときも割と奇行をするので飽きません。
日常をずっと楽しみたい……のですが、人狼パートが始まると絶対に犠牲者が出ます。
もう皆が揃って過ごすことはできないのだな……という無情感を味わえます、
実はなんとかなる選択肢もあるかもしれませんけれども、それはプレイしてみてのお楽しみです。
クリック

心情がよく伝わってくる作品が対象の心部門、、オペレーションノベルティさんのスパイラルトライアルです。
この作品はダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
不特定、少数の者のみ、魔石を介して魔法が使えるということが知られて間もない世界。
クリック
徴兵制を敷くアルギニアの青年リンド・ハーグは志望していた中央騎士団の試験に落ち、
不人気な国境近くの魔石鉱山警備隊に配属される。
クリック
訓練中に負傷したリンドは、すこし前に知り合った衛生兵の少女、アリアナ・ロジャースに魔石を用いて治療され
彼女が希少な魔法使いであることを知る。
クリック
交流を深める二人だったが、突然アリアナと会えなくなってしまう。
クリック
リンドはアリアナと友達だというエレナ・ブロッサムと共にその理由と解決方法を調べていく。
疑惑思惑が絡み合い何を信じていいのか二転三転するファンタジー。
クリック
序盤のリンドくんは甘ったれで軍をなめきっています。
クリック
アリアナと出会ったことで心を入れ替えるのですが……
やっぱり、かなり浅はかな行動をしたりして、いい気分になれませんでした。
クリック
しかし中盤以降、リンドくんの駄目さ加減も布石にした構成と、
過激で強い意志が伝わってくる心理描写に巻き込まれるようにして読み進めることとなります。
クリック
そのままラストまで走りきって、スタッフロールでようやく、しかし放心の息をつく。
そんな勢いにあふれた作品でした。
クリック
それからこのお方は警備隊の上官です。厳しいながらも怪我をしたときには心配してくれます。
ただ上官とだけ呼ばれている彼の名前が中盤、明かされます。
その名を、ボイン・バレルと言います。
私は思わずゲームを中断し、公式サイトのキャラクター紹介を見に行きました。
クリック
確かに、ボイン　バレる　でした。
以降ボインバレる上官が登場するたび私の目は彼の胸元へ吸い込まれることとなってしまうのでした。
もうひとつ、名前にまつわる事ですが、
クリック
タイトル名のスパイラルトライアル、渦巻きを意味するスパイラルと試練などを意味するトライアルとは綴りが違っています。
しかし途中、その意味が明かされます。
本当の意味でも、渦巻きと試練という意味でも、
両方とも物語を表しているタイトル名で、ボインバレる上官共々良いネーミングだと思えました。
クリック


脚本、楽、爆笑、作曲部門、はむすたさんのざくざくアクターズです。
この作品はフリーソフトです。
クリック
異世界から召喚されたまま元の世界へ戻ることができなくなった「ハグレ」と呼ばれる者たちが迫害される世界。
デーリッチと
クリック
ローズマリーは、ハグレが安心して暮らせる場所を作るために、デーリッチを国王としたハグレ王国を作る。
クリック
デーリッチたちはダンジョン等を探索して敵と戦ったりアイテムを手に入れたり新たな仲間と出会ったりし、
クリック
そして仲間たちと王国会議を開催し、王国内での出来事を報告したり、お店の経営状態を報告したり、
クリック
新しい探索場所や施設を提案したりして次の方針を決め、王国を大きくしていくのだった。
という王国経営ファンタジーＲＰＧで、
すでに2015年にノミネート、そして楽部門受賞しているのですが、
2017年度、大幅アップデートがありました。
その名も「水着イベント」編
クリック
大人も、
クリック
子供も、
クリック
おねえさんもキャラグラフィックが水着になります。
見た目の変化だけでなく、全て遊ぶのに私の場合水着イベントだけで四十七時間かかったという大ボリューム。
ですが全然長いとは感じませんでした。
三つの水着シナリオを遊ぶことができ、どれも楽しいのですが、特に素晴らしいのが
クリック
三番目のシナリオ「秘密結社をご存じ？」
王国メンバーの一人、ヘルラージュ率いる秘密結社が
人助けをしつつ組織を大きく、有名な秘密結社にしていきます。
有名な秘密結社とは一体！
このシナリオでの見どころは
本編で仲間になったキャラクター全員を、条件を満たしてもう一度勧誘して仲間にしていくこと。
最終的には仲間が三十九人になります。
クリック
そして秘密結社会議をして
秘密結社の活動を報告したり、秘密結社のアジトを充実させていったりします。
クリック
そう、本編の仲間が増えていく過程をもう一度、それもまた違った形で味わえるんですね。
仲間にしていく過程で発生するイベントの数々も本編同様、楽しかったり、笑えたり、シリアスだったりと盛りだくさん。
さらに本編での出来事や、別の水着シナリオでの出来事もシナリオにとても深く関わってきていて、
ここでそうくるか！　とプレイしていて非常に盛り上がりました。
音楽も同様に新規で場面に合った良いBGMがあったかと思えば、本編で使用されたBGMをここで流すか！
という場面もあったりしてプレイ中、楽しみの一つとなっていました。
とりあえずまだ「ざくざくアクターズ」をプレイしたことがない方はまず本編から。
そして本編が終わった方は絶対に水着シナリオも楽しめますので
是非アップデートしてプレイしてみてください。
……えー、さっきから画面が非常に暑苦しいので
クリック
最後に中和させていただきます。
クリック

 



ネガティブな出来事が徹底して描かれている作品が対象の闇部門、
ムービー・動画、歌曲、作曲、美術部門、ケイビーハウスさんのマヨナカ・ガランです。
この作品はダウンロードショップで入手可能です
体験版もあります。
橘はももる　は村の歴史を調査し、村おこしに繋げたいと請われ、隠れキリシタンばかりが住む大臼村を訪れる。
はももる台詞
村人たちは外部とあまり交流がないため世間知らずではあるものの、とても友好的。
はももる　は独自の進化を遂げた村の信仰を興味深く調査していくが、
いつしかおかしな出来事が次々と起こるようになり、村の雰囲気もどんどん変わっていくのだった。
というゴシックホラー・ノベルゲーム
赤い少女
まず目を惹くのがこのビジュアルですね。
全編３Dアニメーションなうえ、服や背景の一部が透けて、後ろにあるステンドグラスのような模様が見えます。
先ほど、最初村人たちは友好的と言いましたが、もうこの画面だけでなにかありそうというのがビンビン伝わってきます。
　歌やBGMも讃美歌のような曲が神々しくて、不気味……ですし、序盤の　のどかなBGMも場面に合っていました。
　フルボイスでもありその演技も含め、とても作りこまれております。
クリック
　ちなみにこの歌を歌っているのはグラフィック兼音楽兼プログラム担当の方です。多才ですね！
クリック
物語も平穏な序盤からぞくっとそるような出来事が何度も起こる中盤後半……かと思いきや、
クリック
中盤以降もときおり笑えるシーンが入ったりして緩急があります。そしてラストはなんとも無情さを感じるものでした。
クリック
ちなみにマヨナカ・ガランは普通のPCディスプレイでも読むことができますが、
クリック



VRモードもあり、ヘッドマウントディスプレイ「エイチ　ティー　シー　バイブ」と「オキュラス・リフト CV1」対応です。
私は折角プレイするなら ヘッドマウントディスプレイで！　と思ったんですが、
「オキュラス・リフト 」が当時よりも値下げされましたが、いま5万円。
じゃあレンタルだ、とDMMレンタルで「エイチ　ティー　シー　バイブ」が5日15,000円から。
まーさすがに他に使い道がない中では厳しいお値段ですよね。
そんなところに救世主が。漫画喫茶　自遊空間NEXT蒲田西口店さん。
「エイチ　ティー　シー　バイブ」が使えて土日料金でも 6時間税込2000円。
私埼玉県民ですが交通費入れても3500円以下。
クリック
なんかお金の話ばっかりで申し訳ありません…………別に自遊空間さんのまわし者でもないです。
VRモードの感想を言わなければいけませんよね。
……すごかったです！
隣に　はももる　がいたり、上下左右後ろまで見回せて臨場感たっぷりで、実際に大臼村を歩いているかのようでした。
クリック
なお、VR機器設置と謳っている漫画喫茶が最近増えておりますが、
クリック
設置されている機種は様々で、非対応の場合もあるためご注意ください。
また、PS4/スイッチ/スチーム版が、 非VR版ではありますがこの夏リリースされるとのことです
クリック























短編部門、ラーメンさんのGood Byeです。
この作品はフリーソフトです。
その町はかつて平穏だった。
クリック
しかしいまは、飢えと渇きに苦しむ人々の姿ばかり。
町長の姿はもう、ひと月も見ていない。
残されたのはコップにたった一杯の水だけ。
彼の選択は、

クリック

「水を飲む」
「水を飲まない」

選択肢はこの一つだけです
そして、水を飲むか飲まないかで異なる結末に分岐します。
クリック
御覧の通り登場人物の見た目は可愛らしいのですが、
とてもハードな物語で、水を飲んだとしても、飲まなかったとしても、
あのとき違う選択をしていれば、と後悔するような展開が待ち受けています。
と同時に、どちらを選んでも救いが……たぶんあります。
この淡々としたBGMや、生々しい効果音と合わせて、
最初から最後まで息詰まるような緊迫感を覚えながら読み進めることとなりました。
クリック
十分ほどで読み終わる長さの中に主人公が生きる世界が確かに存在していて、
水を飲むかどうかを選択するときにも、
その後にとる行動や、抱く気持ちも、
覚悟を持って、エリを正して見届けなければならない、
そう、読む側にも思わせるだけの真に迫るものがある物語でした。
クリック












独創部門、
クリック
シルクポッドさんの孤独ノユリカゴです。
この作品はダウンロードショップで入手可能。体験版もあります。
けんた　と　かずは　と　みお　は　学校の屋上などでよく一緒に過ごしていた。
青空
しかし、けんた　の目の前で　みお　が死に、かずは　が行方不明になってしまい、それから一年。
けんた　のクラスに死んだはずの　みお　そっくりな少女が転校してきた。
タイトル名
　彼女はレイという名前だというが、あまりにも　みお　に似すぎていて……
　という新・電波ノベルアドベンチャー。
　この作品では場面が変わるときに日付が表示されるのですが、
　普通に十進数で西暦表記のときもあれば、二進数で読むと西暦を表しているときもあり、
夢くん……
　それが交互にでてきたりしてこの差はなんなのだろうと頭を使わせられました。
　物語でも唐突に場面が変わったり、荒唐無稽なことが起きたりしていて、
　それがどういうことなのか、と悩んでも悩んでも、……「少なくとも私には」と言っておきましょうか。
　世の中にはびっくりするほど考察される方もおられますしね。
　少なくとも私には、よくわからないのでそのまま読み進めることとなりました。
ショパンを聴いていた
　ほんと終盤までよくわからないままだったのですが、
　最後、西暦表記を含めた物語の構造が明かされ、視界が晴れるかのような思いがしました。
　ラストに表示される一枚絵もとても美しいもので印象に残ります。
　しかし！　物語の構造がわかったからといって全て解決ではありません。
踏切
なんでその場面がそのような描写となったのか、そのような出来事になったのか、までは
はっきりと明かされず、考察が好きな方にとってとても読み込みがいのある作品になっていました。
現に作品名で検索してみるとものすごく詳細な考察をされているサイトがあって、
クリック
孤独ノユリカゴという作品はそれだけの情熱を傾けさせるものを持っているのだなと思えました。
クリック











主演女優部門、心部門、フィッシュケーキさんの十二月のパスカと少女です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
親から虐待され、クラスメイトを殺し、親に殺されそうになり、両親が死に、施設へ預けられた十三歳の少年。
施設でも問題児で、ついには大きな事件を起こし、居られなくなってしまう。
クリック
そんな彼に少女は声を掛け、少年は少女の家で暮らすことになる。
少女は少年に告げる。一つは、自分のことは「お姉ちゃん」と呼ぶこと。
クリック
そしてもう一つ、「二階の奥にある部屋に入ったら、殺すから」
というサイコパス・ノベル。
クリック
少年の、「普通」とはかけ離れた、しかし筋の通った世界の感じ方と世界への接し方が、
共感できずとも腑に落ちるテキストで綴られていました。
クリック
少女は序盤、こうした表情と少年への言葉から底知れなさを感じるのですが、
クリック
少年と共に暮らすようになると、ふとしたことで赤面したりして、そのどちらも魅力的でした。
クリック
このあたり、ただものじゃないオーラがあふれていると思います。
クリック
そんな二人が一つ屋根の下で暮らす日々は平穏で暖かくて、ふと、消えてしまいそうなほど危うく、
そのアンバランスさにハラハラしつつも心地よく読み進めることができました。
クリック
しかし、というべきか、必然、というべきか、そんな日々もいつか終わりを告げ……
クリック
少年と少女が選んだ……過去ゆえに選ばざるをえなかった結末も、印象に残りました。
ちなみに、少年が過去に起こした事件に関わることなど、一部はこうして白塗りになっています。
クリック
そうしたところも、未成年の犯罪を生々しく描く一助になっていると、感じました。
クリック











短編部門、作曲部門、クオンタイズさんのラビっとはーと！です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
過去の記憶がなく、気が付くとウサギのぬいぐるみに生まれ変わっていた主人公。
意識と、周囲を見たり聞いたりする感覚はあるものの、
人間ともぬいぐるみとも意思疎通することはできず、
クリック
ぬいぐるみ売り場で買われるのを待つ日々。
クリック
ある日、成瀬陽葵（なるせひまり）という幼い女の子に買われ、ラビと名付けられた主人公は、
ヒマリのそばで、ヒマリの成長を見守っていくのだった。
クリック
先ほど言いました通り、ラビは見たり聞いたりすることはできても、
動いたりしゃべったりすることはできません。
クリック
最初のうちはヒマリと、ヒマリのおばあちゃんと過ごすにぎやかで温かい時間に満足します。
しかし、ヒマリにうれしいことがあったときも、
悲しいことがあったときも、危ない目にあっても、ただ側にいることしかできません。
そんな状況にラビは歯がゆさを覚えます。
クリック
それだけでなく、ヒマリは成長して良くも悪くも変わっていきます。
　このような純真ロリのままではいられません……これは私の個人的な意見なのでラビはそんなこと思っていませんが、
それでも、もうぬいぐるみで遊ぶような年齢ではなくなってしまった寂しさを感じることもありながらも、
クリック
自分を大事にしてくれたヒマリの成長を喜び、
ずっと見守り続けるラビの暖かな思いが作中にいっぱい詰まっていました。
クリック
また、BGMはどれも良い曲ばかりですが、
特にこの曲は最後まで読んだ後のタイトル画面で流れる曲で、
はじめて読み終わったときは画面切り替え演出や終盤の展開とあいまって、
とても良い気持ちで読み終えることができました。
クリック










主演
クリック
女優部門、クラノートさんのくじらの公式と長須くじらです。
この作品はフリーソフトです。
海原一海（うなばらかずみ）、磯波勝男（いそなみかつお）、その妹の磯波若音（いそなみわかね）は
くじらの神様を祀っている神社の夏祭りに行われるイカダレースで優勝を目指していた。
タイトル消える
嵐の後、彼らは砂浜で記憶喪失の少女を発見する。
長須くじらと名乗った彼女には鼻の穴がなく、頭の天辺から水を吹き出すというまるでくじらのような特徴を持っていた。
一海（かずみ）達はくじらの正体を調べるとともに、イカダレースのメンバーに勧誘し、イカダの作成、こぐ練習をしていく。
サザエ
記憶がないながらも天真爛漫で奔放な性格で一海（かずみ）と親しくなっていくが、
そんな彼女をこころよく思わない人もいるのだった。
また、くじらの過去が明らかになっていくと共にくじらがおかしな行動をするようになっていき……という
真子
ドタバタ港町アドベンチャー。
夏の海辺の田舎町を舞台に記憶喪失の少女や友人たちと遊んだりイカダの特訓をしたり買い食いしたり、
つまりは青春します。いいですねぇ。
友人の磯波家は三人兄弟で名前が
さずえ、カツオ、ワカネで、見た目も三か所で髪をまとめたり、
歌名
ボウズだったりおかっぱだったりとどこかの一家に似ています。
彼らと過ごす日々は賑やかでしたし、ここぞという所で頼りになりました。
そしてそれ以上にくじらが魅力的に描かれています。
ちょっと舌っ足らずな元気でひたむきなボイスも、
あふれるような笑顔も、ふとした時に見せる寂しげな表情も、
食べっぷりの良さも、約束を守るところも、
そして過去も。
色々な所が魅力的で、そんな彼女と過ごす夏の日々が、かけがえのないものだと強く感じられました。
クリック
ちなみにボイスはこんな感じです。
クリック（ボイス3個）うん、くじらだよ
クリックよろしくおねがいします
クリックえ、ごはんどこ……あれ？
とてもくじららしいと感じました。
あと、この作品は某スクリプトエンジンを使用しているのですが、
ゲームデータサイズが１ギガバイト以上あるにも関わらず起動がスムーズで、
いったいどんな魔法を使ったのだ！？　と驚愕いたしました。
クリック



短編部門、作曲部門、GOOD DAYS MAKERさんのあの夏です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
結婚して子供もでき、特に大きな問題もなく、大きな不満もなく、日々を過ごしていた主人公。
そんな時祖母が亡くなり、葬式のため、妻と娘と、祖母が住んでいた田舎へと向かう。
クリック
子供の頃は夏になるたびに訪れた田舎でやるべきことを済ませ、
休む間もなく明日には帰ろうかと就寝した主人公は夢を見た。
クリック
それは、子供の頃、夏、祖母の田舎で、地元の女の子と遊びまわった思い出だった。
田舎の夏を舞台としたノスタルジックADVとのことで、
この通り序盤はモノクロで、女の子の姿もおぼろげですが、
思い出の途中から
クリック
この様に鮮やかな色が付きます。
突然鮮やかに、くっきりと目に飛び込んでくる女の子の笑顔と田舎の自然に、
一目でとても楽しく、大事な記憶であるということが実感できました。
クリック
途中、幾度か現実に戻るかどうかの選択肢があるのですが……
まあ戻らないと仕事をクビになるかもしれない主人公と違って、読み手としては心情的に戻らない一択ですよね。
しかし私はそこを押し殺して、とりあえず現実に戻ってみるのでした。
（左手の暴走を抑える）
これも……全ての結末を読まずにはおれない私のサガ…………いま、左手が暴走しかけました。
クリック
戻らないを選び続けた場合、女の子と一緒に遊んでいる場面が続き、楽しくも郷愁を感じますが、
予想していた展開を良い方向にはずしてくる結末にも唸らされました。
あと素晴らしいところが、子供の頃の主人公がものすごくバカなことですね。
クリック
意地っ張りで、会話が勢いだけの支離滅裂で、うんこ好きで。
うんこ　うんこ言って笑って
今も偉そうなこと言えませんが、男の子ってほんと、バカですよね。
クリック










ロジック部門、美術部門、活動漫画屋さんのいえのかぎです。
クリック
この作品は同人ショップで入手可能です
自分が働く小学校の女子トイレにカメラを仕掛けて
クリック
盗撮をしていた黒柳 博士（くろやなぎ ひろし）だったが、
担任をしているクラスの
クリック
佐久間 梨香（さくまりか）（小学四年生）に盗撮の証拠を握られてしまう。
クリック
彼女は警察に突き出す代わりに、数千万円を手に入れる計画に参加するよう脅してくるのだった。
主人公は盗撮教師、ライバルは裏金作り他、メインヒロインは脅迫と
素晴らしい小学校ですね。
特に前半、主人公のロリコンで後ろ向きな思考には共感……いえ、
変態ゆるせない！　となりました。
さて、ある目的のために主人公と女子小学生、女子中学生が
数千万円を手に入れようとしていくのですが、
その手段が化学（ばけがく）ですとか、数学ですとか、技術ですとか、
リカでてくる
知識とその応用の積み重ねです。
勉強をして、知識を得れば、取れる選択肢は増える。
法律だって、知っていれば利用することができる。支援を受けることができる。
そんな知ることの大切さを実感できました。
ノリコでてくる
この「いえのかぎ」はスチームで「この作品が幼児性愛者(ようじせいあいしゃ)を対象としていると判断されたため」
ストアページが削除されてしまったとネットニュースなどでも紹介されました。
内容としては主人公が盗撮犯であるというところがかなり挑戦的であると思いましたが、
実際に小学生・中学生を搾取することを肯定しているわけではなく、いけないことだと批判しております
でもですね、主人公以外にもそう判断される理由があると思います。
だってこの女の子たちの服装とか表情とか体つきとか、いかにも子供らしく未成熟で、いかにも実在してそうですもん。
アキラやリカはおしゃれな雑誌とかに出てきそうですし、
中央、ノリコのこの野暮ったさはクラスにいそうです。
審査した人が主人公と同じような感性を持っていたとするならば、劣情をもよおしたことでしょう。
私にはわかります！　…………私にはわかります。
そのくらい、非実在とは思えないほどに実在していそうな絵の素晴らしさ故に、
このようなことになってしまったのではないかなあと、そう私は思うわけであります。






とにかく熱い作品が対象の熱部門、闇部門、ペットボトルココアさんの夏ゆめ彼方(なつゆめかなた)です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
四年生で小学生の将棋日本一となった朝川桂一（あさかわけいいち）は、
プロの棋士だった父を亡くしてから将棋を指さなくなってしまった。
クリック
それから一年。母方の実家で向かえた夏に
神様と名乗る巫女服の少女、あんずと出会う。
彼女と接していく中で、桂一はプロ棋士になるという夢を思い出していく。
夏と伝奇と将棋！　で、
『夢』をテーマにしたノスタルジックな青春ノベルゲームとのこと。
ルートは神様、あんずルートと、
クリック
クラスメイトのカノンルートの二つあり、あんずルートはさらに後日談シナリオがあります。
あんずルートと後日談シナリオ、後日談も含めたあんずルートとカノンルート、が対比となっていて、
より双方の差異、もしそうしなかったらどうなっていたか、が際立っていました。
クリック
妹とのいちゃいちゃや、
クリック
クラスメイト男子との友情など夏の田舎を舞台にしたやりとりも見どころでありますが、
前半はやはり、あんずとの交流が印象的で、
クリック
みてくださいこの格好よさ！
そう、桂一とあんずで将棋を指すんですね。
将棋中の描写はかなり詳細ですが、将棋を少ししか知らなくてもわかりやすく、
また手に汗握る緊迫感たっぷりの描写となっていて熱く、輝いていました。
しかしノミネート部門を見てください。熱と闇ですね。
クリック
ええ、上げてから落とされてさらに足蹴にされます。
私と同じ思いをする人を増やしたいので詳細は語りませんが、是非この物語で一喜一憂してみてください。
クリック











心部門、穏やか部門、とりおんさんのきみの夢をみているです。
タイトル画面のみで申し訳ありません。
この作品はフリーソフトです。

市川優人は寝ているとき、いつもアイリという少女が出てくる夢をみていた。
彼は繊細で優しいアイリと、穏やかに広がる夢の世界のことをとても大切に思っていた。
あまりに大切に思いすぎて、
美しくないと思える現実世界のことを、ひどくないがしろにする日々。
しかし現実世界で関わりを持ったクラスメイト、
園田理子（そのだ　りこ）と、立花秋穂（たちばなあきほ）によって、
変化が訪れていく。
アイリもまた自分のことを優先しすぎる優人のことを心から心配し、説得を試みるが、
夢の世界でも変化が、それも良く思えない変化が起ころうとしていた。

静かな音楽とやわらかな絵と共に、主人公やヒロインたちの心情がひたすら丁寧に、
ありありと、そして切実さをもって描かれていて、
冒頭でほとんど夢の世界のことだけ考えていた主人公が
ちょっとだけ現実世界のことに関わろうとするところとか、
アイリの身に良くないことが起こったところとか、
主人公のことを大切に思ってあれこれするヒロインの健気さとか、
焼きもちを焼いたり怒ったリするような場面まで、
丸ごと全部美しい、と感じられましたし、
一つ一つのことに一喜一憂することができました。

ほんとアイリも、理子（りこ）も、秋穂（あきほ）もみんな可愛いんですよー
そして、たゆたうように、ものがたりに全身で浸ることができる作品でした。

クリック














熱部門、楽部門、ヨツツジエコーさんの蟲ノ目・祀（まつり）です。
この作品は同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
タイトル画面のみで失礼いたします。

日本の中心にあるおさかべ村で、虫の力を宿した九人の女の子によって行われる蟲毒と呼ばれるバトルロイヤル。
主人公は赤色の「にじょうくぼ」で、マルチモニターという見ることしかできない、戦闘力の一切ない虫の力で、
友人の紫色、最強と言われる進化の力を持つサンバラと共に蟲毒を勝ち抜こうとしていきます、

……という中二・異能力バトルで百合の物語が2012年にノミネートした蟲ノ目。
蟲ノ目・祀ではフルボイス化に加え、
本編バッドエンド後の世界を描いた「蟲ノ目ルートＣ」、
本編で大暴れした蟲、ムカデの、本編後のある一日「うろうろするムカデ」
現在二章まで発表されているムシミツドキの前日譚「夢幻の夜に紅の月は子を遊ばせ」
本編一年後「にじょうくぼ」が怪異の調査に赴く「誰もいない村」
という四つの追加シナリオが新たに収録されています。
見どころは「蟲ノ目ルートＣ」に登場する新キャラ。
本編を読み終わって蟲毒参加者九人ほか、登場人物たちに愛着がわいたところに言葉は悪いですが、
ぽっと出のキャラが５人新たに、それも同時に登場します。
しかしですね、これがどいつもこいつも中二心をくすぐる能力と、
特徴的な性格、容姿をしたキャラばっかりで、
読み始めてすぐに蟲ノ目世界の一員として大好きになれました。

そして蟲ノ目ルートＣは本編に負けず劣らず盛り上がります。
各勢力の最強キャラがやられてしまって、世界はもう終わりだと思えた本編バッドエンド後でも、
特定条件でやたら強かったり、単純な力以外の強さを持っていたり、
まだまだ猛者がいるのだ……とワクワクいたしました。
まあ、それでもバッドエンド後だけあってどう取り繕っても歪みは出てしまうものですが……
ボイスが追加された本編を改めて読んでも、
追加されたシナリオを読んでも、楽しく、熱く、異能中二バトルと百合を堪能できました。













爆笑部門、Meim（メイム）さんの幽霊少女室です。
この作品は同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
クリック
大学進学のため上京してきた寺生まれの少女、寺生稀（てらう、まれ）
クリック
えーと、寺生まれで、「てらう」が名字で「まれ」が名前です。
彼女は不動産屋からやたらと家賃が安いアパートを紹介される。
クリック
そのアパートには幽霊の少女、古崎(ふるざき)ゆいかが居座っていて、
クリック
今までの入居者は彼女が起こした心霊現象によって追い出されてしまっていたが、
寺生まれの為か幽霊を見ることができ、気合いで吹き飛ばす事も出来る「まれ」は
クリック
ゆいかの心霊現象をさりげなくあしらって居座ることができるのだった！
そんなこんなで共同生活を送ることになった二人。
クリック
しかし「まれ」の身に危機が忍び寄っていた。
ジャンルは……えーっと、だいたい死ぬアドベンチャーです。
爆笑部門なのに！　選択肢次第でわりと悲惨に、あっけなく「まれ」が死ぬエンディングが複数あります。
クリック
でも、それにもちゃんと理由があって、最後まで読めばなんでここで死んでしまったかわかる構成になっていました。
そうしたストーリーも読みごたえありますし、
自分のことを認識できていると思っていないゆいかが、
渾身の心霊現象を「まれ」に華麗にスルーされたりしておちょくられるドタバタも笑えます。
クリック
そんな感じで幽霊相手には強気の「まれ」ですが、
生身の人間相手には滅茶苦茶挙動不審になる欠点がありました。
クリック
もうこんな顔になります。挙動不審の白眉（はくび）ですね。
まあ黙っていればスタイルが良くて綺麗なおねえさんなのにポンコツというのもそれはそれで可愛いんですけどね。
クリック
奇跡的に大学でできた友人をアパートに呼ぶことになってうろたえる「まれ」に対し、
ゆいかが弱点見つけた！　とばかりに反撃しようとする場面などは謎の勢いがあって特にお気に入りです。
クリック
さて、この「幽霊少女室」、主要キャラは全員女性で、「まれ」とゆいかは一つ屋根の下で暮らしています。
「まれ」とゆいかはなんだかんだありつつも仲良くなるのですが、
二人の間に友情を超えた何かが……あるかどうかは読み手の解釈次第。
とりあえず「まれ」はゆいかのおっぱいを揉もうとしたり、
クリック
パンツ見ようとローアングラーになったりすることを皆様にごれんらくさせていただきます。
クリック

ここで一旦休憩です。
再開は10分後となります。
が、これから特報流しますのでそのままご覧いただくことをおすすめいたします


休憩時間中はムービーの音量別の階に響かない程度に。
それでは、作品紹介の続きを行います。

心、
クリック
ロジック、ムービー・動画、歌曲、作曲、美術部門、
あいうえおカンパニーさんのFATAL TWELVE（フェイタルトゥエルブ）です。
この作品は同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
獅子舞凛火（ししまいりんか）は夢の中、見知らぬ場所で
タイトル名消える
女神パルカと名乗る少女から、自分はすでに死んでいると告げられる。
同じ場所には、年齢、性別、国籍も様々な十二人がいて、彼らもすでに死んでいるという。
オデット
凛火たち十二人の死は一時的に、あくまで一時的になかったことになっていて現実世界で行動できるが、
これから行われる「女神の選定」という儀式で脱落すると運命通り死んでしまい、
たった一人だけは生きることができるという。
長針一回動く
しかし十二人の中には友人である未島海晴（みしまみはる）の姿があるのだった。

ご覧のとおりムービー、そしてグラフィックはとても綺麗で、
女神がいる世界の荘厳さや、登場人物の表情から伝わる想いを感じることができましたし、
みはる躊躇
この、凛として選定に臨むかのようなOPの歌や、
リンカとミハルの関係を思わせるEDの歌、
多彩でそれぞれの場面に合ったBGMも魅力的でした。
東京タワー
「女神の選定」という儀式では、自分の「名前」、「死因」、「未練」を当てられると脱落してしまいます。
そのため自分の情報を伏せつつ、相手の情報を調査していくのですが、
一時的にとはいえ死はなかったことになっているため、
終わったらクリック
起こっていない死を、それまでの行動や状況から、こういう原因でこいつは死んだだろうと予想していきます。
未練も同様に、本人しか知る由（よし）もないことなので、調査して推し測ることとなります。
そんな、形のないものを確たる根拠を持って当てるという、推理の楽しみがありましたし、
未練にまつわるそれぞれの生き様も丹念に描かれていました。
クリック
また、有利に進めるため共同戦線を張ったり、
そうしつつも結局は一人しか生き残れないため協力相手の情報を探ったり、
相手の大切なものを取引材料にしたり、といった駆け引きの楽しさもありました。
クリック
助演男優部門、アラン・スコーピオン、
頭が切れ、腕っ節も行動力もある。
序盤、冷酷な行動でこの男を倒さなければならないのかと選定の困難さを思い知らせてくれますが、
彼にも未練があって、それゆえのリンカとの関わり、心境の変化もこの作品の重要な部分でした。
クリック
助演女優部門、オデット・マランソン
彼女もアラン同様、頭が切れ、腕っ節も行動力もありますが、
より自分の心のままに、時には暴力で解決し、時には手心を加えることもあります。
そんな奔放で不敵で恐ろしくて格好いい女性でした。
クリック
主演女優部門、未島海晴（みしまみはる）
ミハルはリンカのことを、友達以上に愛しています。
他人を蹴落とすことになる女神の選定で、最初から最後まで一貫してリンカを生き残らせるために動いていて、
その一途さと、自分をないがしろにしがちな所から、
読んでいてどうかリンカと幸せになってほしいと願わずにはいられませんでした。
クリック























脚本、心、闇、泣きたくなるような作品が対象の泣き部門、ロジック、独創、歌曲部門、
楽想目（らくそうもく）さんの親愛なる孤独と苦悩へです。
この作品は有償作品でしたが、許可を得て現在、私のサイトで無料配布を行っております。。
クリック
大学生の内田姫紗希（うちだきさき）は教育実習先で上手く立ち回ることができず疲弊し、
「カウンセラー」で検索した、検索結果39ページ目。
クリック
カウンセリング無料を謳う簡素なホームページから、まこちゃんこと、橘真琴にカウンセリングを依頼する。
クリック
大学生の那古龍輔（なこりゅうすけ）は格闘ゲーム以外に興味を持てず、就職活動もおろそかに。
かといってプロゲーマーで生活できるわけがないと悩み、
クリック
「カウンセラー」で検索した、検索結果39ページ目。まこちゃんこと、橘真琴にカウンセリングを依頼する。
クリック
大学生の都宮海（とみやうみ）は、一緒に絵を描いてきた幼馴染が絵をやめると言ってきて、
クリック
以前からカウンセリングを受けてきた、まこちゃんこと、橘真琴に相談をする。
クリック
彼らはカウンセリングを受けることで、どう変化していくのだろうか。
そしてまこちゃんは何者なのか？
心理学と人生のノベルゲームとのことで、
一章から三章は大学生がインターネットビデオ通話でまこちゃんからカウンセリングを受け、悩みと向き合っていきます。
最終章はとても優しく、的確なアドバイスをしてくれるのに、
実際に会いたいと言うと言葉を濁してしまうまこちゃんが何者なのかが明かされます。
一章から三章までのカウンセリングはじっくりと自分の心に向かい合う場面が多く派手さこそありませんが、
実際に多くの人が直面しているはずの悩みに対し、一つの考え方が示されます。
クリック
もちろん人によって合う合わないは間違いなくあります。
私がその通りの考え方をしたら……とシミュレートした結果、絶対ニートになる、という結果になりました。
ですが、救われる人も間違いなくいる、と確信しました。
そのくらいまこちゃんの言うことには筋が通っていて、こうすれば上手くいくかもしれないという説得力があります。
クリック
周囲からすればちょっとしたことで落ち込んでしまう方、夢や目標が見つからない方、
人付き合いが苦手な方、言いたいことを人に伝えられない方、自分に自信を持てない方、
…………生き辛い（いきづらい）と感じている方。
……是非、読んでみてほしいです。私はそのために無料配布をしています。
クリック
物語としても、まこちゃんの過去は重苦しい場面の連続で目を覆いたくなりましたし、
そうしてまこちゃんの暗いところも、カウンセラーとして頼りになるところも知ったうえでのラストシーンは、
歌やムービーも相まって、本当に感動しました。
クリック

主演男優部門、都宮海（とみやうみ）です。
長年の友人に拒絶された理由を知りたいと、絵を描くこと以外は本来引っ込み思案ながら、
あきらめずに友人との関係に決着をつけたこと、
クリック
そしてまこちゃんの言葉に違和感を覚え、まこちゃんを探しに実際に行動したところ。
どちらも良くやった、と思えましたし、
彼がいたからこそ「親愛なる孤独と苦悩へ」は「親愛なる孤独と苦悩へ」という物語になることができました。
クリック
主演女優部門、橘真琴、まこちゃんです。
クリック
前半は頼れる僕らのカウンセラー！
後半はもう本当に見ているのがつらいですが、
クリック
一章から三章までのようにカウンセリングをしてきたことを受けてのラストは、
私も、まこちゃんありがとうと言いたくなる、素晴らしいシーンでした。
クリック

























 
心、穏やか、泣き、楽、作曲部門、スタジオ・おま～じゅさんの雪子の国です。
この作品はダウンロードショップで入手可能。体験版もあります。
クリック
東京の有名進学校に通うハルタは周囲からの反対を押し切って、高校二年生の半年間、
クリック
本州最西端にある県で寄宿（きしゅく）しながら暮らすことを決める。
クリック
その地を選んだ理由は、山陰の怪談と呼ばれる怪奇事件が起こった町のひとつだから。
クリック
山陰の怪談の調査を開始しようとした矢先、寄宿（きしゅく）先の家に、
天狗の少女　(東雲雪子/しののめゆきこ)がやってきて、
一つ屋根の下で暮らすことになる。
クリック
二人は周囲の人達と共に日々を過ごし、時折山陰の怪談を調査していく中で、怪談の正体が明らかになっていく。
青春ハートフルラブコメディ+地方都市ミステリー!とのことで、
クリック
とりあえず青春ハートフルラブコメディ要素を申しますと、雪子ちゃんはゲロインです。
クリック
フリーゲームとして公開されている「みすずの国」と「キリンの国」と同じ天狗が存在する日本での話で、
その二作品から十数年後が舞台となっております。
「雪子の国」だけでも読むことができますが、共通して登場する人や、時間の経過による変化を味わえるのでみすず、キリン、雪子の順で読んでいただくことを推奨します。
クリック
雪子の生まれ故郷である天狗の国は解体されていて、いまはもうありません。
天狗と人間は見た目は同じですが、違います。
神通力を使えるという能力でもそうですし、独自の文化を持つ育ちでもそうです。
それでもいくつかの同じところと、厳然と存在する違いと、
どちらもわかったうえで一緒に居たいという、ハルタと雪子の決意と、結びつきにぐっときました。
まあ、中盤まで雪子はハルタに対して「コロす」とか「しばくぞ」とか「滅びろ」とかバシバシ言ってくるんですけどね。
可愛いですね。
クリック
また、彼らが暮らすことになった町や、山陰の怪談にまつわる美しさや鮮やかさ、のどかさ、
あるいはさびれていく閉塞感、ままならなさなど、
良いところも、そうではないところも季節の移り変わりとともに克明に描かれていました。
クリック
助演女優部門、「化け」という人ならざる者、ホオズキです。
サークルさんにホオズキは女性でいいんですよね？　と思わず確認してしまったほどマスコット的な存在で、
作中ほぼ「お腹がすきました」か「はーい」しか台詞がありません。
しかしそれだけで感情が伝わってきます。
クリック
裏表がなくて、自分がしたいと思ったことに忠実で、優しくて、ただそこにいることしかできなくて。
だからホオズキはみんなから愛されていました。
ホオズキは「キリンの国」から引き続きの登場で、
「キリンの国」を読んでいると無性に悲しくなってしまうのですが、
その理由は実際に読んでみてください。
クリック
助演男優部門、猪飼優（いかい まさる）はハルタが半年間通うことになった学校でのクラスメイトで、
怪しげな商売をしたり喧嘩をしたりで周囲から煙たがられていますが、
なんだかんだハルタと友人、悪友でしょうか、になります。
憎まれ口をたたきつつもなにかと世話を焼いてくれました。
クリック
そして彼がメインとなるエピソードは、彼の想いがほとばしる場面の連続で、数奇な境遇も相まって
作中屈指の鬼気迫るエピソードであり、 猪飼（いかい)君にどっぷりと入れ込んでしまいました。
クリック
音楽は一部オリジナル楽曲も使用されており、
今回流させていただいている二曲もオリジナルです。
印象に残る場面で使用されていますし、曲自体もお聞きのとおり素晴らしい曲でした。
クリック
また、キリンの国でもそうでしたが、ご飯がおいしそうなところも良いですね。
おいしそうなご飯を食べているシーンで、ハルタ達のことをより、「生きている」と感じられました。
国シリーズはまだ続くとのことで、今度はまた別の人が主役ですが、
まだまだこの世界を見てみたい、そう強く思っています。
クリック





















脚本、心、熱、闇、泣き、独創、特殊効果部門、ばかすかさんの虚構英雄ジンガイアです。
この作品は現在入手手段がありません。体験版はあります。
ボリュームワン、ツー、
クリック
スリー、ファイナルの四章構成。
クリック
神原英雄（かんばらひでお）と鳴海（なるみ）夫婦は二人の子供、大介（だいすけ）と真衣（まい）の四人で、
金銭的には余裕がないながらも、幸せな家庭を築いていた。
クリック
しかし休日、ショッピングセンターに出かけたところで世界は廃墟と化してしまう。
そこでは怪物が出現し、
クリック
息子の大介がジンガイアという名のロボットに変身し、
鳴海がジンガイアに乗って闘う世界だった。
ジャンルはいつか父親になるAVGとのことですが、
とても凄い作品です、
どういう作品なのかとても説明しにくいですが、すごいです。
クリック
家族もの、恋愛、ロボットヒーロー、創作、日常、不良、サスペンス、猟奇、
ＳＦ、陸上競技、メイド、裸ワイシャツ、バイオレンス、青春
クリック
などなど様々な要素が詰まっています、。
また、神原一家以外にも、多くの人々にスポットがあてられ、深く掘り下げられます。
クリック
そんな盛りだくさんながらも一つの物語としてまとめきった所が素晴らしく、
とんでもなく濃厚な作品となっていました。
クリック
もうひとつひとつ話していったら時間がいくらあっても足りないです。
このすごさは実際にプレイしてみて……と言いたいところなのですが、
クリック
最初に言いました通り現在入手手段がありません。
今後は違う頒布形態も考えているとのことですが、完成後すぐにそうしなかった理由、
クリック
パッケージ版のみの頒布であった理由がちゃんとあります。
それが判明する場面では、選択肢の演出と相まって感じ入るものがありました。
クリック
主演男優部門、神原英雄（かんばらひでお）は、ボリュームワンで徹底的に無力であることを味わいます。
ボリュームツーで力を手に入れますが、それでも周囲はもっと強く、したいことを成し遂げることはできません。
ファイナルでもほとんどの場面において、そうです。
しかし、家族のために足掻きます。
父親の威厳なんかない。それでも行動し続けた父親でした。
クリック
主演女優部門、神原鳴海（かんばらなるみ）
彼女は英雄（ひでお）と違ってめちゃくちゃ強いです。
もう英雄（ひでお）なんかいなくていいんじゃないかな……
違います。
いくら強くてもままならないこともあります。
強いから背負ってしまうこともあります。
英雄（ひでお）とプレイヤーにとって強すぎて、理解できなくなってしまった存在。
そうでないことに気付くのは、ファイナルになってからでした。
クリック
助演女優部門、鬼塚桜子（おにづか　さくらこ）
不良集団鬼桜の総長で、壮絶な過去を持ちながらもそれを感じさせず、
義に厚く、たいていのことはなんとかしてしまいます。
鬼桜関連のエピソードはどれも熱く、特にファイナルでは体感で半分以上、
彼女と、鬼桜メンバーが意地と意地をぶつけて闘っていた印象があります。
クリック
助演男優部門、蛭田正嗣（ひるたまさつぐ）、
彼は、私だと思いました。
自分より不幸な人がいることに安心します。
誰だって、程度の差はあれそういう所はあるはずです。
ただ、それを公（おおやけ）にしてしまうと軋轢を生むので表には出せません。
蛭田は、歯に衣着せず（きぬきせず）、身勝手に、悪びれもせず、言い放ちます。
それはとても醜悪で、とても……うらやましかったです。
クリック



















心、穏やか、闇、泣き、作曲、美術部門、
キーハさんの積層のAestivum（せきそうのアエスティウム）です。
この作品はフリーソフトです。
クリック
雪が積もる森の中で目を覚ました氷室里柊（ひむろりしゅう）が雪に残った足跡を見つけ、
クリック
辿っていくと女の人が倒れていた。
目を覚ました彼女は三春愛夏（みはるあいか）と名乗り、二人は打ち解ける。
クリック
森のそばにある街に滞在していたが、道に迷ってしまったという愛夏を里柊は街に送り届ける。
しかしなにやら街の様子がおかしくなっていて、二人は何が起こっているのか調べようとする。
全編にわたり雪に覆われた森や街などが舞台で、
クリック
音楽は激しい部分が雪に吸い込まれたかのように、落ち着いたトーンで統一されていて、
その上で美しかったり切なかったり暗かったりそれぞれの場面に合っていました。
クリック
物語も序盤、雪の森で遭難という緊急事態ですが、
落ち着きのある里柊、ええと画面は屋根から落ちて雪に埋もれた姿なのでそうは思えないかもですが、
頼りになります。
クリック
と、ぽややんとした愛夏の人柄もあり、穏やかに心地よく進めることができました。
中盤以降は街の異変調査から里柊や愛夏の過去に繋がっていき、
異変の原因や里柊達の在り方に興味を惹かれました。
クリック
助演女優部門、古谷椿（ふるやつばき）です。
椿は里柊の知り合いであり、愛夏を叱咤する立ち位置、なのですが……
里柊と椿が住んでいる場所は不条理な伝統に支配された場所で、
そこで二人が受ける仕打ちはとても酷く、
しかしその仕打ちをする側の、楽をしたい、ストレス発散したいという気持ちも
人間らしくて理解できてしまうためより暗い気持ちにさせられました。
そうした境遇を踏まえたうえでの終盤、
クリック
話の展開や椿たちの心情ももちろんですが、
表示される一枚絵も涙ぼろぼろこぼしていて、胸にクるんです。
……滅茶苦茶切なかったです。
クリック
主演男優部門、氷室里柊（ひむろりしゅう）です。
先ほど椿のことを語った後にこんなことを言ってしまい大変申し訳ありませんが、
クリック
積層のAestivumという作品は、おねしょたでもあり、しょたおねでもあります。
そしてしょたろりでもあり、ろりしょたでもあります。
里柊と愛夏、里柊と椿、それぞれが、相手がいることで救われ、相手のことを救います。
その、お互いがお互いのことを必要としている結びつきにはどちらも里柊がいて、
クリック
パッと見、何考えているのかわからないようなところはありますが、
強くて、弱くて、優しくて、可愛らしくて、格好良い、男の子でした。
クリック
体験版・連作部門、憂さ議（ｳｻｷﾞ）さんの警視庁魔法少女課です。
現在体験版入手手段はありません。
特殊異能力保持少年、通称「魔法少女」が起こす犯罪が増加していた昭成（しょうせい）の世。
中学三年で魔法少女となったシュウコは
タイトル
内務省の役人に無理やり拘束されそうになったところを
警視庁の宮島アケミに助けられ、警視庁魔法少女課に所属することになる。
そして同僚の魔法少女達と、魔法少女が起こす犯罪を解決していくのだった
ちなみに昭成（しょうせい）は昭和のしょうと平成のせいと書きます。
アケリ
作中ではスマホならぬスマコ
ポケットスマートコンピュータが流行っていたり、
乗り物が高性能なのに妙にレトロだったり、
名前通り昭和と平成が入り混じった世界観が魅力的でした。
看板壊れる
また、物語の要所要所では先ほどからご覧いただいてるようなアニメーションが流れ、
そのクオリティに引き付けられます。
この体験版ではシュウコが色々あって警視庁魔法少女課に所属することになり、
タイトル
いくつかの事件をなんとか解決していきますが、
その事件の裏でなにかが動いていて…………（間をあける）
…………というところまで収録されています。
（間をあける）
シュウコは魔法少女として変身するとこんな服を身にまとうことになりますし、
すごい能力を持っています。主に物理的に。
クリック
その力で敵をせん滅！　という魔法少女っぽい場面もありますが、
事件がなければ事務所でお役所仕事、それに飽きて愚痴る、など
魔法少女が日常になってしまった「だれ」が蔓延（はびこ）っていて
そんなダウナーな雰囲気も特徴的で魅力的でした。
ショウコは未成年なのでたばこは吸わず、
吸うのは上司のアケミおねーさんですが、
オンボロの車に寄りかかりながら
あるいは非常階段の手すりにもたれながらタバコをふかす、
そんなけだるさと魔法少女バトルの両方がテキストで、絵で、アニメーションで表現されている作品でした。
クリック

体験版・連作部門、旅の道さんのシロナガス島への帰還です。
この作品は、現在入手手段はありません。
ニューヨークの私立探偵池田戦(いけだ　せん）と、コミュ障天才少女出雲崎（いずもざき）ねね子は
とある依頼がきっかけでシロナガス島という絶海の孤島を訪れ、島に一つしかない洋館に滞在することになる
　ニューヨークで
他にも同じ船でやってきた者たちがいたが、皆富豪かその関係者ばかり。
そこで発生する不可解な殺人事件。
池田は出雲崎ねね子をなだめすかしたりこき使ったりしながら、
シロナガス島に関わる登場人物たち
真相を探っていくのだった。
絶海の孤島で繰り広げられるミステリーサスペンス。
事件現場などをクリックして調査したり、
時間制限のあるイベントを切り抜けたりしながら事件を解き明かそうとしていきます……が、
現在発表されているバージョンではどうあがいても死です。事件の謎はほとんどわかりません。
ジェイコブ
主人公の探偵が無能と言われても仕方のないところなのですが、
実際に読んでいると池田は知識も推理力もあり、名探偵と言っていい活躍を見せてくれて好感が持てました。
誰が味方で誰が敵か
そしてなにより魅力的なのが出雲崎ねね子ちゃん！　ポンコツかわいいです！
船酔いして芋虫のようにのたうったり、どや顔した次の瞬間にへたれたり、
そして訪れる恐怖の
ごくたまに天才っぽい所を見せたり、池田以外の人から話しかけられるときょどったり、かわいいです。
船に乗っている場面では波での揺れがあるなど演出も豊富でしたし、
外部と連絡不能なクローズドサークル、猟奇殺人、謎の怪物、謎のメッセージ、思わせぶりな登場人物などなど
これぞミステリーサスペンス！　というポイントを押さえつつ、
最後の最後ではまた新たな要素が判明したりと内容も盛りだくさん。
ナレーション待つ「シロナガス島への帰還」
完成版で池田は事件の謎を解けるのか！？
そして出雲崎ねね子ちゃんはどんな無様で可愛い姿を見せてくれるのか、完成が本当に楽しみです。
クリック












体験版・連作部門、黒柴亭さんの「ブラザーキャット〜ちょうねこれつでん」です。
クリック
この作品は第一話をダウンロードショップで入手可能です。
小学生の龍宮翔太（りゅうぐうしょうた）が暗くなってしまってからの下校中、
クリック
奇妙な男が現れ翔太の股間などをまさぐってきた。
主に貞操（ていそう）的な理由で、絶体絶命、のその時、
クリック
現れたのは全身が白く、筋骨隆々で猫顔の男。
クリック
奇妙な男を瞬殺した猫顔の男は翔太に ブラザーキャット と名乗り、自分たちはもう兄弟、ブラザーだと言ってきた。
クリック
強く、格好いいブラザーキャット に憧れた翔太は、
ブラザーキャット のようになりたいとトレーニングを始めるのだった。
ごく一部で話題沸騰、シュールでブラザー思いのマッチョダンディ
「ブラザーキャット」に出会った少年の「ボーイ・ミーツ・ブラザー」とのことで、
MRGさんという方がツイッター等で描かれているイラスト、ブラザーキャット を原案にゲーム化した作品。
とにかくですね、ブラザーキャット の存在感です。
クリック
首から下は実写で、音楽を担当されている方の肉体です。
（状況によって） (お会いしたことがあるのですが)
今日は会場にお越しいただいているのですが、とてもデカいです。筋肉がデカいです。
そんなに肉体に猫の顔をした男が、とつとつとダンディーなことを言うんです。
翔太君でなくとも魅力的に感じてしまいますね。
筋肉……ではなく音楽も四十分ほどの話の中で今流れている歌を含め十数曲と贅沢に使用されています。
クリック
また、この女の子は翔太のクラスメイト、落合綾乃（おちあいあやの）ちゃんですが、
翔太の反応を見るのが楽しいがために下ネタを言って、
クリック
後で家に帰ってから恥ずかしがるという、
まあ私とは言いませんが一部の趣味を持つ方にとってはたまらない女の子なのではないでしょうか。
クリック
現在発表されているのは「第１話 君んちにもブラザーキャット、いる？」なので、
続編があった場合にはまたブラザーキャット の雄姿と、
まあ、私の意見というわけではありませんが、綾乃ちゃんの恥じらいを見たいところであります。
クリック







体験版・連作部門、めろーかくたすさんの顔の見えない主人公です。
この作品は、現在入手手段はありません。
他人のことが信じられなくなってしまった木下将汰は、
あやしげな仮面を手にしたことがきっかけで
数百年前の異国にタイムスリップしてしまう。
クリック
何のあてもなく死にそうになるが、エッタと名乗る少女に拾われ、住処を提供してもらう。
クリック
他人をどこまでも信じるというエッタの甘さに反発しながらも自分とは違うことに希望を抱く将汰。
クリック
しかし突然エッタが、手の届かない場所で、意にそぐわないことをやらされることとなってしまう。
クリック
このままではエッタがエッタでなくなってしまう、と危惧した将汰が選んだのは、
王様にさえ何を言っても罪にならず、
しかし人としては扱われない「宮廷道化師」になることだった。
クリック
将汰は腕っぷしや体力は全くありません。
しかしすべてを疑ってかかる思考と、よく回る頭と舌を持っています。
そのため、頭脳戦、それも討論をメインとして物事を解決しようとしていきます。
クリック
特に宮廷道化師になる試験の意地悪さと、それに気づいて、
その上で解決に有効なタイミングを計り、
周囲を弁舌であやつる将汰には手に汗握り、熱く読み進めることができました
クリック。
エッタを始めとした女の子たちも健気だったりあほの子だったり
クリック
魅力的かつ可愛くて会話をするのが楽しかったです。
クリック
ただ現時点では将汰の過去に何があったのかが明かされておらず、
エッタと将汰の目標も道半ばなので、是非続きを読みたい！　と思っております。
クリック










体験版・連作部門、ナンキダイさんのキミガシネ　-多数決デスゲーム-です。
この作品は、現在第一章がブラウザでプレイ可能です
クリック
ストーカーに悩まされていた千堂院（ちどういん）サラは、
クリック
友人の田綱丈（タヅナ　ジョウ）と共に拉致され、
クリック
気が付くと二人並んで拘束されてしまっていた。
時間内に拘束を解かないと死ぬと伝えられ、何とか脱出した先には、
クリック
同じような状況を切り抜けてきた人達がいた。
その中にはストーカーらしき人物も……
多数決で選ばれたものが死ぬ、
集められた１１人の人間が自分の生存をかけて舌戦を繰り広げる トークアクション・レトロホラーとのことで、
クリック
画面をクリックして話しかけたり、移動したり、アイテムを入手したりしながら話が進み、
クリック
重要なシーンではこの様な議論をする画面になり、
誰かの情報を引き出したり、
矛盾する言動を指摘したりして結論を出そうとしていきます。
この画面になる全てのシーンではありませんが、
結論というのは先ほども言った通り、
多数決で誰が死ぬかを決めるというものです。そうしろと強制されます。
クリック
多数決のため、どれだけ自分の意見が正しいと思っていても、
あるいはどれだけ助けたい人がいても、多数派にならなければ思い通りにはいきません。
そんなもどかしさをたっぷりと味わうことができました。
また運営の意地が悪くてですね、格好いいと思う人が死にやすい条件をつけてくれやがるんです……
クリック
謎解きや討論の難易度も、少なくとも私にとっては丁度よく
目を引く色使いやドット絵画面、
レトロゲーム風で薄気味悪さや緊迫感などをビシバシ感じるＢＧＭ、
多彩な登場人物なども魅力的でした。
クリック
しかしこれは第一章。まだデスゲームは終わっておらず、制作中の第二章も楽しみです。
クリック


　



脚本部門、冬のいもうとさんの間男スレイヤーです。
この作品はやや女性向け15歳以上推奨、ダウンロードショップで入手可能です。
最近、こんな噂があった。
浮気をする男、間男を制裁する者がいると。
その名も間男スレイヤー！
間男スレイヤーは今日も間男に制裁を加えるのだった……
クリック
いやもう間男スレイヤーというネーミングとこのお面でもう勝ったも同然ですよね
スレイヤーって普通はドラゴンとかゴブリンとかに使う言葉ですからね。
ま、それも偏見かもしれませんが。
で、先ほど言いましたあらすじも間違ってはいないのですが、
主役は間男スレイヤー、の中の人です。
名前を笑彦（えみひこ）と言います。
クリック
彼は幼い頃に母親が間男と駆け落ちし父親と二人暮らし。
しかし最近不眠に悩まされていました。
クリック
友人で探偵の平家(へいけ)から、
浮気調査で間男だと確定した奴を痛めつけてくれと言ってきたふざけた依頼人がいると聞き、
反射的にこれだと思った笑彦（えみひこ）は
クリック
間男に制裁を加えます。
何故かその夜はしっかり眠ることができた笑彦（えみひこ）
以降、平家が浮気調査、笑彦（えみひこ）が制裁という間男スレイヤーが誕生したのでした。
笑彦（えみひこ）が誰かを痛めつけるシーンは絵、描写共にとても凄惨でしたし、
下品な表現も多く見受けられます。
それでいて機知に富んだ言い回しが心地よく、読み進めていくうちにどんどん引き込まれていきました。
また、真相が二転三転、こういうことかなという想像を裏切るもので、
やられた！　と良い敗北感を味わうことができました。
クリック
あとですね、平家(へいけ)は笑彦（えみひこ）のことを全面的に信頼していて、
その理由が語られる学生編を読んだ上で、改めて二人の、というか平家の気持ちを思うと、
はぁー、もう尊い。ほんっと尊い。もうやばい最高すぎる……
と語彙力がいちじるしく低下するほど……えー　よかったです！








闇部門、ムービー・動画部門、美術部門、ときてっとさんの黄昏の君 ヴォルフィーネです。
パッケージ画像のみで申し訳ありません。
この作品は二部構成で15歳以上推奨、ダウンロードショップ、
それにブース通販で入手可能です。、体験版もあります。
ジャンルはグラフィックとムービーで彩るファンタジーノベル

真昼の国連続なので言い間違わないように

真昼の国（まひるのくに）と月の国が太陽を求めて争う世界。

真昼の国（まひるのくに）の王女、フィモシーが十歳になる誕生日、

真昼の国（まひるのくに）では盛大な祭りが開かれていましたが、

突然月の国のロボットが襲ってきて、世界は闇に閉ざされ、

真昼の国（まひるのくに）の王は行方不明となってしまう。

フィモシーは光を取り戻すため、伝説の「黄昏の君」を召喚する旅に出るのだった
というのが第一部～真昼の国と月の国～のあらすじ。昨年ノミネートした時のコピペです。
第二部～王女と女神と闇の竜～では第一部の事件が一応の解決を見た後から始まるのですが……
第二部ではですね、フィモシーがひどい目にあいます。
第一部ではひどい目というよりも自分の力に気付くための試練が待ち受けている、という前向きなものでしたが、
第二部では上げてたたきつけられて踏みつけられます。
それまでお城で王女様として過ごしていたり、別の国で賓客（ひんきゃく）としてもてなされていたところからの落差で、
より悲惨に感じられました。
しかしフィモシーはその酷い目に遭ったことや、様々な立場の人と接した経験、
そして第一部の自分との関わりで再び復活するのでした…………
また、闇についてはフィモシーだけでなく、
過去作リズベルルの魔を読んでいると、ラスボスがリズベルルの魔との落差で目をそむけたくなりました。
ムービーは流すことができないのが残念ですが、
昨年の第一部、およびそれ以前の「永遠のメルディラージェ」
「リズベルルの魔」紹介と同様、ロボや飛空艇が動き回ります。
タイトル画面だけでわかるグラフィックの華やかさと共に、
ビジュアル面でも引き込まれる作品でした。
クリック






闇部門、短編部門、稲海（いなみ）さんの幸福の塔（こうふくのとう）です。
この作品は15歳以上推奨、フリーソフトです。
かつて悪いドラゴンを退治した救世主は、神の声を聞いたと言い、
汚れを知らぬ子供たちの手で、神の国まで届く、高い高い塔を立てることになる。
国中から集められた子供たちは、それぞれ役割を選んで塔を作る仕事、いえ、崇高な使命に従事した。
クリック
そんなある日、ボロ布を纏い言葉を発しない子供が一人やってきた……
言葉を発さず、言われたことだけをこなし、ただそこに居るだけの主人公を
クリック
力仕事、塔に装飾を施す仕事、みんなのご飯を作る仕事のどれか選んで従事させ、
その組み合わせで結末が分岐します。
クリック
キャラクターの絵はご覧の通りほぼ線画で、建前の素晴らしさはあれど
やさしさなんてないか、もしくは踏みにじられる内容に合っていましたし、
線画でなくなる場面がより印象的に感じられました。
クリック
音楽もいかにも神様をたたえていそうなクラシック曲中心で、助けてくれる神様なんていない内容に合っていました。
要するに、登場人物たちに救いなどない物語です。
クリック
ひたすらどれか一つの仕事だけを選んでいくと、その仕事の先輩が辿る末路を見るルートに入ることができます。
クリック
末路って、前向きな意味では使いませんよね。その通り。マルチバッドエンドです。
クリック
それぞれに訪れるバッドエンドを心行くまで味わいましょう。
クリック
堪能した後はラストルートが待っています。
ここでも様々な良くないことが起こるのですが、
なによりショックだったのは、それまでのルートでもラストルートでも、
クリック
私と同じものを見て、聞いていたはずの主人公が、
私が抱いていた気持ちを一切抱いていなかったということですね。
突き放されたというか置いて行かれたというか、とにかく無力感を覚えました。
クリック
それから、このタイトル画面をご覧ください。
この塔はなんでしょうか？　そう、とても有名なあの塔ですね。
あの塔といえば……と想像した通りになったときには…………………………ちょっと嬉しかったです。
……………………ネタバレをしてしまいました。
でも、天に届こうとする塔は崩れなくっちゃあ、面白くないですよね？
クリック



主演女優部門、闇部門、agony/禁飼育さんの蛇のシンデレラと季雪（きゆき）さきです。
クリック
三十一歳で清掃員の季雪（きゆき）さきは満員電車で痴漢冤罪を目撃し、悩んだ末、えん罪であることを証言する
クリック
えん罪をかけられていた酸ノ宮怜（さんのみやれい）は清掃員をしているビルの社員であることが判明し、
クリック
仕事の合間や通勤途中に会話を交わすようになり、
クリック
やがて二人で出かけるようになる。
大企業勤務で、背が高く、好きなことには子供のようにはしゃぎ、
なにより「さき」に優しく接してくる酸ノ宮さんを、憎からず思うようになるが……
この作品は乙女18禁、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。

（動画発売日まで無言）

ヤンデレ男に愛される黒い乙女ゲームとのことで、
序盤は酸ノ宮さんとデートしたりしていい雰囲気になりますが、
クリック
だんだんと酸ノ宮さんのおかしなところが露わになっていきます。
クリック
主演女優部門、季雪（きゆき）さきです。
「さき」さんはですね……正直めちゃくちゃ見た目が好みです。
自己評価がとても低いがゆえに陰気さを感じさせる美人……
クリック
でも体つきはむっちり。素晴らしくないですか！？
この絵はどんな場面で使用されているか……ご想像にお任せします。
クリック
過去ひどい目にあっても、少しずつ少しずつトラウマを克服、もしくは付き合い方を覚えて自活していたり、
ここぞという所で勇気を出して行動したり……まあその行動はだいたい裏目に出るんですけれども。
特に中盤、酸ノ宮さんのおうち訪問からの「さき」さんの行動には引き込まれました。
クリック
あとこんな姿も親しみがわきます。
クリック
酸ノ宮さんの危ない言動はタイトルに出てくる蛇のイメージのように本当にねちっこくてぞわぞわさせられ、
クリック
「さき」さんのトラウマが現れる場面は目を背けたくなり、
酸ノ宮さんがしたこと、特に三つあるエンディングのうち二つは凄惨でした。
クリック
同時に、「さき」さんの過去や酸ノ宮さんの子供時代が語られた上でのもう一つのエンディングは、
クリック
酸ノ宮さんはちょっと卑下していますが、綺麗で、ほっとするラストでした。
クリック
主演女優部門、楽部門、PinkyEdgeさんのアオのリグレットと二ノ宮春日（にのみやかすが）です。
この作品は18禁でダウンロードショップで入手可能。体験版もあります。
クリック
有能かつ非情の独裁者として恐れられている
生徒会長こうづきあまね、の犬と呼ばれている石神拓真（いしがみたくま）は、
その生徒会長から、アイドルユニットを作りそのプロデューサーをしろと命令される。
クリック
勧誘したのはクラスメイトで引っ込み思案の君嶋優衣（きみしま　ゆい）
クリック
元テニス部部長で元気いっぱいの三年生、二ノ宮春日、
クリック
一年生でハーフ美少女ながら毒舌ぶっきらぼうで浮いた存在、紫藤翼（しとう　つばさ）の三人。
いきなりアイドルと言っても当然難色を示され、
クリック
しかしなんとか説得して、学園祭のステージを目標に練習を重ねるのですが、
様々な困難が立ちはだかるのだった。
クリック
タイトル通り「後悔」が関わってくる、学園で、青春で、アイドルな物語なのですが、
主人公もめんどくさければヒロインも全員めんどくさい性格です。
その中でも特にめんどくさいのが
クリック
この二ノ宮春日パイセン。
クリック
見た目は小っちゃくて、元気いっぱいで、
そしてテニス部部長をやっていただけあって面倒みもいい先輩なのですが……
クリック
特に序盤の山場、学園祭ステージに立つための予備審査での所業は、
あ、このパイセンやばい人だ……ということをまざまざと思い知らされる
私の心の中に強く残る名シーンでした。
でもだからこそパイセンルートは心底応援したくなりましたし、
学園祭当日のマイクパフォーマンスもまた、名シーンとして脳裏に描くことができます。
クリック
この「アオのリグレット」は重要なシーンのテキストや絵や音楽が、
重要だとわかる鮮やかさをもって描かれているところが良いと思っており、
それゆえ優衣と翼もまた、色々なことがありながらも可愛いなあ、魅力的だなあと感じましたし
クリック
色々と手助けしてくれる友人たちや周囲の人々も含め、大好きになれました。
クリック
そんなみんなと、合宿したり、コスプレしたり、デートしたり、エロいことしたり……
そして、目標に向けて頑張ったりすることが、後悔もあるからこそ、楽しかったです。
クリック


心部門、シルベリさんのユリロイドブルースターです。
この作品は18禁でダウンロードショップ、ブース通販で入手可能です。体験版もあります。
既に亡くなっている祖父がアンドロイド制作の第一人者で、
その影響か逆にアンドロイドを避けて暮らしていたクロエ・シシリー。
クリック
彼女の元へ、ルルという名のアンドロイドがやってくる。
祖父が制作したという彼女はクロエに愛を教えに来たといい、二人は同居することになる。
クリック
アンドロイドは通常、寡黙に設定されているはずであるのに
好意だだ漏れで接してくるルルに戸惑いつつ、まんざらでもなく感じるクロエ。
クリック
しかしルルは経年劣化により、壊れる寸前であった。
クリック
ケモノ型アンドロイドと32歳処女の百合。
以前にノミネートしたヒロインがケモミミから獣へ変化していく「狐灯夜伽話（ことうよとぎばなし）」と同じく
原画が　いくた　たかのんさんで主要キャラフルボイスです。
ルルがですねーもうほんと可愛いんですよー
クリック
この体格差も重要ポイントですね。
ルルはとても頑固というか、こだわりがあって、
クリック
しかし大好きなクロエがそれを曲げろといったら曲げてしまいます。
クロエはルルを無理矢理思い通りにするのが嫌で、
色んな言葉で説得しようとしたり、別の方法を模索しようとしたりするのですが上手くいきません。
ルルのこだわりは作られてからずっと長い時間かけて形成されたものなので、
真摯な言葉を一つ二つかけても、何日間か考えて提案をしてもそう簡単に考えは変わりません。
場合によってはちょっとしたきっかけで変わることもあるのでしょうが、
ちょっと親身にしても変わらない、という所に、ルルのしっかりした根っこを感じました。
クリック
それに結末も私、大好きです。
人間側の都合や立場を優先していなくて、人間もアンドロイドも同じくらい尊重している決断、
それが世間的には責められることかもしれないですが、
クリック
クロエとルルにとっては、どちらかが余計に傷付くようなものではない決断、をしてくれたことを心から祝福したいです。
クリック

 




主演女優部門、劇團近未来さんの泡風呂エクスペリエンスとナディアです。
この作品は１８禁で同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能です。
クリック
30歳を目前にしていまだ童貞だった僕は、
一念発起（いちねんほっき）してソープランドに行くことにした。
……いえ、決して私の身の上話じゃないですよ。
ただ読んだだけですからね。
クリック
しかし、お相手してくれたナディアさんのことも考えず、テンパった挙句、
ただ一回出しただけで気絶してしまった。
そんな身勝手な僕のことを……
いえ私の経験談じゃないですよ。
ややこしいので僕じゃなく主人公にしましょう。
クリック
身勝手な主人公のことをナディアさんは怒るでもなく軽蔑するでもなく、
確かに本番はソープランドの醍醐味だが、
そこに至るまでの過程、ソープランドの機微も隅々まで愉しんでこそ、より満足できるはずだと優しく諭してくれます。
その通りだ！　と気付かされた主人公は、
何度も何度も繰り返しソープランドに通い、ナディアさんを指名して、
クリック
彼女の魅力的な提案を時には受け、
クリック
時には別のプレイを、とかわし、
クリック
ソープの達人を目指すのだった。
というソープランドアドベンチャー
クリック
ナディアさんがですね、もう最高です。
思いやりがあって、エッチで、綺麗で、時々可愛らしくて、色々なことをしてくれますし、
主人公にソープランドの何たるかを教えてくれるときも楽しそうにしていてくれるので
僕……いえ主人公のような小心者でも安心できます。
クリック
ナディアさんを通じて、ソープランドがどういう所なのかたいへんに勉強になりました。
それにしてもこんなにソープランドのことに詳しいなんて……
いったいどんなソープランドの達人がこのゲームを制作されたのでしょうか……？
クリック



 


楽、爆笑、独創部門、にゃんこの目さんのらぶラバ～LoveRubber（ラブラバー）～です。
この作品は１８禁でダウンロードショップで入手可能です
クリック
お嬢様学校、私立姫彼岸花(ネリネ)学園に
水泳のスポーツ推薦で入学することになった「和泉桔梗」（いずみききょう）は、
学園に向かう電車の中で、美しく上品な上級生「二階堂蘭（にかいどうらん）」と出会う。
クリック
彼女の足をよく見ると着用していたのはタイツではなくラバーでできた服。
彼女は桔梗をラバー愛好サークルに勧誘してきた。
クリック
サークルに参加してまずは軽くラバースーツを付けた蘭先輩をいじめるところから。
クリック
次は桔梗も白いラバースーツを着用。
その着心地に得も言われぬ快感を覚えた桔梗は、
クリック
ルームメイトの伊吹晶（いぶきあきら）もラバーの道へ引き込んでゆくのだった。
クリック
ラバーフェチがラバーフェチのために送るADVとのことで、
、様々なラバーシチュエーションが、女の子同士のエロエロで繰り広げられます。
クリック
もうとにかくですね、ラバーを身に着けた時の描写が事細か（ことこまか）なんです！
桔梗が感じている肌触り、ラバー同士がこすれた音、ラバーのにおい。
そしてそれに戸惑いながらも気持ちよさを感じる桔梗。
クリック
桔梗達の痴態を見て興奮するのはもちろんですが、
正直ですね、正直なところを申しますと、
それ以上にラバーを実際に身に着けたらどんなに気持ちいいんだろうというドキドキが大きかったです。
私、思わず通販サイトでラバースーツ物色しましたもん。
私はものすごく面倒くさがりなので着用した後の手入れが大変そうで躊躇していますが……
そこが何とかなれば今も欲しいです。
とまあ私の新たな性癖を掘り起こしてしまった作品なのですが、
クリック
キャットスーツ、バキュームベッド、ガスマスク、全頭マスク、百合、監禁、拘束、液体ラバー、呼吸制御、
コンドームスーツ、ラバーでできた衣装などなどあらゆるプレイをご用意いたしました」
とのことで様々なプレイがあります。
クリック
ですが未経験のプレイがあっても安心。
桔梗も初心者なので蘭先輩や蘭先輩のメイド、アイリスが丁寧に、実際に使用して解説してくれます。
クリック
ただ、肉体的にも精神的にもちょーっと痛々しいものもあるので、ご注意ください。
さて、そうしたラバーまみれの一作なのですが、
クリック
女の子同士の会話や関係が楽しくて、笑えるのです。
クリック
桔梗と晶は友達からラバーを通じて一線を越えたという感じで微笑ましく……
活発な晶に桔梗はわりと振り回されがちになります。
クリック
しかし晶は蘭先輩からかなりアブノーマルなお仕置きをされてしまいます。
クリック
蘭先輩は桔梗の素直な性格ゆえの心からの誉め言葉に照れたり、
あるいは桔梗とアイリスが組んで快楽攻めをしたり、
お嬢様で、学園内で一目置かれているのに、桔梗が絡むと頻繁にちょろくてポンコツになるのが笑えました。
そんな感じで彼女たちは三すくみの関係にあって、様々な面を見ることができました。
まあアイリスさんは割と最初から最後まで強いんですけれども……
クリック
そんな笑いながらラバーの楽しさを知れて、
「ラバーフェチがラバーフェチのために送る」だけでなく、さらにラバーフェチを増やすだけのパワーがある作品でした。
なんたって実例がここにいますしね。
クリック

























心、穏やか、闇、作曲部門、夜のひつじさんのハーレム双子ロリータです。
この作品は１８禁で同人ショップ、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
仕事をして、家に帰り、寝て、また仕事をする。
自分には仕事以外何もないのではないかと考えていた主人公は、
クリック
養護施設併設の教会で向かって右の「すなお」と向かって左「とまり」と出会う。
妙に気に入られ、通勤・通学途中に顔を合わせたりするうち、
クリック
二人はあれよあれよと主人公の自宅に入り浸るようになり、
主人公もまた教会の行事を手伝ったりしながら、まあ18禁なことになります。
双子に中出し孕ませロリユートピア、とのこと……ですが、
二人は双子にしては髪の色など、そこまで似てないですよね。
具体的にメタなことを言うと……原画さんがそれぞれ違います。
でもハーレム双子ロリータ。
どういうことなのでしょう。
クリック
本作は、主人公と少女と少女が、三人だけでただひたすら仲良くします。
まさに穏やかな日々、です。
クリック
ですが「すなお」と「とまり」が発する言葉、考えていることは、
どうせ自分たちは真っ当な生き方はできないから。
この社会にはなんにも期待していないから
だから、主人公も巻き込んで、どこまでも「だめに」なっていこう、という、
真綿で首を締めるかのような暖かい闇を感じさせました。
クリック
また、かけがえのないものは愛と希望である。
愛する人と一緒にいる時間を分かち合うことが大事だ、とたびたび作中で語られるのですが、、
そのたび、プレイヤーに向けて「ロリ二人とまでは言わないが、せめて現実で愛する人を作れよ。ほら、はやく！」と
言われているように聞こえました。
……個人の感想です。
まあそんな後ろ向きにとらえようとしなければ、
クリック
ロリ二人とハーレムです。
秘め事、とでもいうような甘く静かにいけないことをしているという気分に浸れるBGMも素晴らしいですし、
ボイスも「すなお」と「とまり」それぞれの違って、でもどちらも同じくらい魅力的でした
あとさっきから表示されているこの絵、こんな年齢制限のない配信で流しちゃだめですよね！？　流しますけど。
まったく卑猥にもほどがあります。いつまでも見ていたいですが次行きましょう。
クリック
こんな得意げな顔ももう……可愛いとしか言えません。
「すなお」と「とまり」と一緒にいる時間は、甘く、苦しい、至福の時でした。
クリック

心、闇、泣き、歌曲、作曲、美術部門、ゆにっとちーずさんのニルハナと主題歌「ハナムケ」です。
この作品は１８禁で自家通販、ダウンロードショップで入手可能、体験版もあります。
ワケアリの女性が不幸になっていくのを一番近くで、でも安全な所から観察するのが好きな宮森タツヤ……
まったくひどい主人公ですね。正直ちょっと気持ちわかっちゃうのが嫌なんですけど。
クリック
は、旅行先で出会った少女、ユウから、ある養護施設で行われているはずの悪事を暴いてほしいと持ち掛けられる。
曰く、その施設に行けばタツヤが好む不幸がゴロゴロ転がっていると。
クリック
その内容と、何よりユウ自身に心惹かれたタツヤは、
クリック
下心交じりにその施設、キーチャイルドに住み込みで働くことになる。
だがそこでは、入居者がもてあそばれ、経営者は妹と体を重ねていて、
タツヤの想像以上に酷い施設だった。
クリック
そのうちタツヤは過去のフラッシュバックが起こったり、
クリック
見たこともない異国の夢を見たりし、精神状態がおかしくなっていくのだった。
クリック
ご覧のとおり登場人物たちはとても華やかで、
クリック
こうした一枚絵も見惚れてしまいました。
クリック
特に衣装はめちゃくちゃ描くの大変そうですよね……
パッケージや設定資料集、サントラも、実物を持っている方は同意していただけると思うのですが、
こだわりのある豪華なものになっています。
主題歌「ハナムケ」はスタッフロールで流れますが
物語の結末と相まっていい余韻を感じられました。
クリック
BGMも痛々しい曲、優雅な曲、寂しい曲、夢見心地な曲
異国風の曲等、それぞれの場面に合っています。
主人公タツヤ、キーチャイルド代表のリュウヤ、
クリック
入居者達、異国の見知らぬ少女、様々な人々の過去が語られていき、
それらの過去はどれも壮絶で、一緒に引きずりこまれそうな強い情念、悲痛な叫びがこもっていました。
心から、魂から絞り出したかのような文章です。
過去にノミネートした「ご主人さまにあ」、闇部門授賞作「パコられ」は
そこからさらにラストで念入りに救いを潰すところがある作品でしたが、
クリック
ニルハナはまた異なる結末を迎えます。
ゆにっとちーずさんはこの作品をもって活動終了とのことで、
こういうことを言うのはおこがましいかもしれませんし、見当はずれかもしれませんが
クリック
最後の作品がニルハナで……、一人で破滅へ向かうような物語でなくて安心しました。
まあゆにっとちーずさん以外での活動はこれからも続けるとのことなので、
俺たちの冒険はこれからだ、という感じでしょうか。
クリック
助演男優部門、空木（ウツギ）リュウヤです。
養護施設の代表で、あえて不幸な入居者を集めています。
「タツヤと似ている。だが邪悪さがけた違いだ。」とはユウの評ですが、
その通りに、妹のためなら他の誰を生贄にすることも厭（いと）いません。
さらに妹への愛もまっすぐに歪んでいます。
ニルハナは主人公含めフルボイスで、
主要ヒロインのうち三人をお一人で担当され、似ている所、異なる所を見事に演じ分けた花南（かなん）さんを始め
どの登場人物の声も良かったのですが、
とりわけリュウヤ役、きせとしみちさん、の軽薄でいて底知れない悪意や冷淡さを感じさせ、
しかし妹には必死になる声はぴったりでした。
クリック
こちらがリュウヤの妹、マユ。これは絶賛する方がとても多いＨシーンで使用されている一枚絵です。
どんなシーンか？
くすぐり失禁です。


……もちろん私も、大絶賛しています。
クリック





以上でノミネートされた作品の紹介を終了いたします。
10分間の休憩をはさみまして、授賞作発表へ移りたいと思います。
また、この休憩時間にはムービー動画部門ノミネートのムービーをもう一度流します。
それでは、10分間休憩です。
休憩時間中はムービーの音量別の階に響かない程度に。
配信とはタイムラグが発生する可能性がありますので、
受賞作についてオンライン上で発言する際は作品名を伏せるか、
もしくはオンラインの空気を読んで配信で流れたと思った後に発言をお願いいたします。

授賞作発表
お待たせいたしました。いよいよ授賞作の発表です。

今回はですね、だいぶ悩みました。
作品外の出来事に引きずられて受賞作に選びすぎそうになってしまったり、
その反動で必要以上に選ばなすぎてしまったり、葛藤しました。
しかし、最終的には納得できる選択をできた、と自負しております。

基本的な流れ
まず、主演男優部門は
（ドラムロール）
●●（サークル名）さんの○○（作品名）です。
（授賞理由を説明）
基本的な流れここまで


主演男優部門候補はこの４人です
クリック
らくそうもくさんの
[親愛なる孤独と苦悩へ　とみやうみ]です。
クリック
まこちゃんの一番の弟子。
過去にまこちゃんのカウンセリングを参考にし自ら悩みを乗り越え、
大学では親友との人間関係に悩むことになりましたが、
自分なりに納得できる決着をつけることができました。
そんな苦悩しながらも前に進んでいく第三章でした。
クリック
そして最終章
自分で出来ることをし、人に頼ることをし、
そうした人事を尽くした行動と気持ちは、みんなに届きました。
クリック





助演男優部門候補はこの４人です
クリック
スタジオ・おま～じゅさん
[雪子の国　猪飼優（いかい まさる）]です。
クリック
初登場時から一筋縄ではいかない曲者といった雰囲気いっぱいでしたし、
実際ちょっと違法すれすれかもしれないことをしていたりもします。
しかしなんだかんだハルタに付き合ってくれたり、
困っている人を助けたりもします。
クリック
そして彼を中心とした冬の出来事。
彼の生い立ちと、極限状態で浮かんでくる想い、叫びは、
確かに彼がここにいる、と感じられましたし、ハルタたちと同様、心配し、安堵することができました。
クリック

主演女優部門候補はこの９人です
クリック
らくそうもくさんの
「親愛なる孤独と苦悩へ
　橘真琴　です。
クリック
頼れる僕らのカウンセラー！
三章までのカウンセリングは、そういう考え方もあるのか、ととても勉強になりました。
クリック
三章までがカウンセリングに関してのことならば、最終章はまこちゃん自身のことです。
それはとてもつらいことでしたし、なんとかならなかったのかという気持ちでいっぱいになります。
クリック
ですが、だからこそのカウンセラーまこちゃんですし、
カウンセリングを続けたからこそのラストシーンです。
まこちゃんには、「ありがとう」　この言葉しか思いつきません。

また、あいうえおカンパニーさんのフェイタルトゥエルブ未島海晴（みしまみはる）の献身的な言動も印象的でした。
クリック









助演女優部門候補はこの４人です
クリック
キーハさんの積層のAestivum（せきそうのアエスティウム）　古谷椿（ふるやつばき）　です。
クリック
えー、すいません。助演女優部門ではありますが、椿はメインヒロインです。
……と断言したら愛夏（あいか）さんが可哀そうかもしれませんが、
愛夏（あいか）さんだって、
応援してくれるようなことも言ったような言わないような気がしないでもないので大丈夫です？
クリック
里柊（りしゅう）との日々、最後の会話……
印象的な場面が多い「せきそうのアエスティウム」ですが、
一番印象に残るのは、彼女でした。
クリック

脚本部門候補はこの５作品です
クリック
ばかすかさんの「虚構英雄ジンガイア」です。
クリック
各話ごとに興味を抱かせる謎や衝撃的な展開が満載で、その先どうなるのかが気になりっぱなしでした。
クリック
また登場人物総勢……何名でしょうか？　
とにかくたくさんの人々それぞれの物語を描き、それぞれの決着
クリック
……それが幸せであるかどうか、満足いくものであるかどうかはさておき。
クリック
登場人物みんな、みんなの生き様が描かれていました。
クリック
心部門候補はこの１１作品です
クリック
らくそうもくさんの
親愛なる孤独と苦悩へです。
クリック
心理学とカウンセリングの物語。つまりは心の作品ですね。
それが、登場人物だけでなく、プレイヤーの心にも訴えかけ、
クリック
思い詰めることはない、難しく考えることはない、と気持ちをほぐしてくれます。
ほんとうに、心部門にふさわしい作品です。

また、あいうえおカンパニーさんのフェイタルトゥエルブは、
女神の選定という儀式を通して、駆け引きや登場人物の想いはもちろん、
相手の心を推理する、ということも、読みごたえありました。
クリック
熱部門候補はこの３作品です
クリック
ばかすかさんの「虚構英雄ジンガイア」です。
クリック
クリック
父親としての、母親としての、ヒーローとしての、ヒーローに憧れる者としての
クリック
などなどなど、の意地、矜持（きょうじ）、存在意義を貫き通す、
特にファイナルはそんなシーンの連続でとにかく熱かったです。
この二人は特にその象徴ですね。

クリック
穏やか部門候補はこの５作品です
クリック
夜のひつじさんの「ハーレム双子ロリータ」です
クリック
ロリータシリーズは寂しさを感じている登場人物が多く出てきます。
今作では普通ではいられない疎外感、孤独感、ある種の優越感として、
抜け出せない、抜け出そうとも思わない闇として描かれているように思えました……
クリック
が、同時にそれは安らげるものでもあって、
だめになってもいい時間にひたることができました。
クリック
まあ、実際に読んでいるときはそんな小難しいこと考えていなくて、
「すなお」と「とまり」のワキやばい……で頭いっぱいであることをここに告白いたします。
クリック
闇部門候補はこの１０作品です
クリック
ゆにっとちーずさんの　ニルハナ　です。
クリック
２０１３年にゆにっとちーずさんの「パコられ」を闇部門受賞作としたときは、
もう最後まで闇で闇部門にふさわしい、と思ったのですが、
クリック
「ニルハナ」はまぶしく綺麗な光も描かれていて、「パコられ」とはだいぶ様相が違いました。
クリック
ですが、光をまぶしく綺麗だと思えるのも、それまでに闇があったからこそ。
登場人物達の過去、養護施設で行われていること、
クリック
そしてそれらを傍観して愉しむプレイヤー。
光も闇も、とても濃い物語でした。
クリック

泣き部門候補はこの５作品です
クリック
キーハさんの積層のAestivum（せきそうのアエスティウム）　です。
クリック
切ないシーン、悲しいシーンはいくつもありますが、
クリック
特に終盤の音楽、絵、台詞、それまでの境遇、これからのこと……
詳細は伏せますが、本当に素晴らしいシーンでした。
クリック


楽部門候補はこの６作品です
クリック
ムサシノダスカさんの北九州人狼怪記録です。

死のゲームが始まる前の、
気の合う同人仲間と即売会、ゲーム、小旅行、ごはん。
気取らずに楽しんでいて読んでいるほうも日常の幸せを感じることができました。
それだけに、後半、何人かは必ず死んでしまって、
生き残ったとしてももうあの日々は帰ってこない、というのが無性に寂しかったです。

あとですね、2017年度に発表された作品の中で、私が特に好きなのは
ＡＯＬ（あおえる）さんのレイニートレインと、ムサシノダスカさんの北九州人狼怪記録です！

クリック
ロジック部門候補はこの４作品です
クリック

らくそうもくさんの
親愛なる孤独と苦悩へです。
クリック
作品紹介でも言いましたが、
一章から三章までのカウンセリングが本当に納得できて、ためになるんですね。
こういう考え方もあるのだ、と目の前が開ける思いがしました。
クリック
さらにその考え方は一例で、盲信するものではないとも言及されていて、
クリック
心理学という学問の一端を知ることができた……とおもいます


クリック

爆笑部門候補はこの４作品です
クリック
はむすたさんのざくざくアクターズです。
登場人物の会話、掛け合いがテンポよくて本当に笑えました。
クリック
今回は水着シナリオということでセクハラ全開、かと思いきや、
クリック
……まあそういう部分もありますが、
クリック
それ以外にも色々笑えるシーン盛りだくさんでした。
もちろん笑い以外に、本編では感動的なシーンも多かったですし、
水着シナリオでは血なまぐさいシーンもあり、全方位隙がなく面白い作品です。
クリック


独創部門候補はこの５作品です
クリック
にゃんこの目さんの「らぶラバ～LoveRubber～」です。
クリック
ラバーを身に着けるときの見た目、肌ざわり、におい、音。
それらが臨場感たっぷりに描写されていてラバーへの興味を掻き立てられました。
クリック
百合作品としても、コメディとしても楽しめます。
ちなみに続編も制作予定とのことですが、そのときは独創部門にノミネートしないと思います。
なぜなら、もう私にとってラバーはスタンダードな性癖である、と魂に刻まれてしまったからです！
クリック
短編部門候補はこの８作品です
クリック
稲海（いなみ）さんの幸福の塔（こうふくのとう）です。
クリック
神の塔を作る仕事に従事する子供たち。
その、素晴らしい、名誉であるとされることの実態がなんの救いもなく描かれていました。
クリック
また終盤、主人公の心情に関する「気付き」が、
より、この物語を救いのないものにしていると感じました。
短編部門ノミネート作は全部だいたい一時間以内で読み終わるので、
どの作品も是非気軽に読んでみてください。
この「幸福の塔（こうふくのとう）」などは内容まったく気軽じゃないですけど……
クリック



ムービー・動画部門候補はこの４作品です。
クリック
みちばたろーるさんのINSIEME-インシエメ-です
百聞は一見に如かず、ですね。
次の休憩時間にこのムービーを流させていただきます。
クリック
歌曲部門候補はこの６作品です
クリック
ゆにぱれ製作委員会さんのゆにぱれ！～Unit of Palette（ユニット　オブ　パレット）～です。
十三人で歌うこの曲は、アイドルユニットとして学園祭のステージを目指す物語の集大成に相応しい歌でした。
次の休憩時間に歌をフルで流させていただきます。
クリック
また、ゆにぱれ製作委員会さんは新作アプリゲーム
「ゆにぱれ！〜Twinkle Moment〜(トゥインクル　モーメント)」
制作のためのクラウドファウンディングを実施中です。
詳細は公式ツイッターをご覧ください。
クリック

作曲部門候補はこの１０作品です
クリック
はむすたさんのざくざくアクターズです。
クリック
この作品のために書き下ろされた曲も、そうでない曲も良い曲ばかりです。
クリック
その上今回の水着シナリオでは、
一度流れた曲が別のシーンでまた流れるという演出がとても印象的でした。
またALICE IN DISSONANCE（アリスインディソナンス）さんの
マクナ＝グラムラとフェアリー・ベルも、一度流れた音楽が、という演出が素晴らしかったですし、
もちろん個々のＢＧＭも良い曲ばかりでした。
他の８作品も含め、この作曲部門が、受賞作いっちばん迷いました。
クリック
特殊効果部門候補はこの３作品です
クリック
ALICE IN DISSONANCE（アリスインディソナンス）さんの
クリック
マクナ＝グラムラとフェアリー・ベルです。
動きだけでも多彩ですが、
良い意味での現実感のなさといいますか、
読み手が読もうとした時だけ色付き、動き出しているようで、
童話絵本の世界が表現されていました。
フォルト本編も様々な演出があり、続きを楽しみにしております。
クリック
美術部門候補はこの７作品です
クリック

キーハさんの積層のAestivum（せきそうのアエスティウム）　です。
クリック
泣き部門でも詳細は伏せて、と言いましたが、
クリック
特に素晴らしいと思った絵は本当に山場のシーンなので泣く泣く紹介を断念いたしました。
クリック
是非実際に作品の中で、その場面を味わってみてください。

クリック

体験版・連作部門候補はこの５作品です
クリック
旅の道さんのシロナガス島への帰還です。
出雲崎ねね子ちゃんポンコツ可愛い！
彼女をもっと見ていたいのはもちろん、
現在発表されている部分だけでもミステリーサスペンスとしても面白く、
さらに他の要素も加わってきそうで、完成がたのしみです。

クリック




















さて、最後の部門になりました作品部門。作品部門は本日紹介した全ての作品が対象です。
クリック

らくそうもくさんの
親愛なる孤独と苦悩へです。
おすすめ同人紹介による同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2017ノミネート作品のページから、
無料配布しているページへ飛ぶことができますので、
なにか悩みがある方、生き辛いと感じている方に、是非ともプレイしてほしいです。
きっと救われる方が、いるはずですので。
そしてもちろん、作品としても、とても面白いです。
クリック

字が小さくて申し訳ありませんが、これが授賞作一覧となります。
あとでサイトにも掲載いたします。

それでは、ここで十分間休憩ののち、
賞状、記念品贈呈と受賞サークルさんからの一言になります。
もし配信でご覧くださっているサークルさんがおりましたら、
私宛にウェブ拍手もしくはツイッターのリプライかダイレクトメッセージをもらえましたら
読み上げさせていただきます。
休憩中に受賞コメント時の前に出て行き方説明
受賞作一覧会場で貼り出す



















受賞サークル様からのコメント
さて、ここからは受賞サークルさんへの賞状と記念品贈呈と、
可能でしたらコメントをいただきたいと思います。
呼ばれたサークルさんは前にお越しください。ちなみにいまwebカメラで私の周りを
映しています。

賞状
主演男優部門　
　○○　●●　
貴サークルはおすすめ同人紹介による同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2017　におい
て、　頭書の成績を収められましたのでこれを賞します。
平成30年6月9日
おすすめ同人紹介　

おめでとうございます。

よろしければ一言お願いいたします。

（サークルさんからのコメント）
ありがとうございました。
もう一度受賞サークルさんへ盛大な拍手をお願いいたします。
以後繰り返し」

助演男優部門は 雪子の国です。
スタジオ・おま～じゅさんはいらっしゃいますでしょうか？

脚本、熱部門は「虚構英雄ジンガイア」です。
ばかすかさんはいらっしゃいますでしょうか？

穏やか部門は [ハーレム双子ロリータ]です。
夜のひつじさんはいらっしゃいますでしょうか？

闇部門は [ニルハナ]です。
ゆにっとちーずさんはいらっしゃいますでしょうか？

楽部門は [北九州人狼怪記録]です。
ムサシノダスカさんはいらっしゃいますでしょうか？

独創部門は[らぶラバ～LoveRubber～]です
にゃんこの目さんはいらっしゃいますでしょうか？

短編部門は「幸福の塔（こうふくのとう）]です
稲海（いなみ）さんはいらっしゃいますでしょうか？

ムービー・動画部門は「INSIEME-インシエメ-]です
みちばたろーるはいらっしゃいますでしょうか？


歌曲部門は「ゆにぱれ！～Unit of Palette（ユニット　オブ　パレット）～」です
ゆにぱれ製作委員会さんはいらっしゃいますでしょうか？

爆笑、作曲部門は「ざくざくアクターズ」です
はむすたさんはいらっしゃいますでしょうか？

特殊効果部門は「マクナ＝グラムラとフェアリー・ベル」です
ALICE IN DISSONANCE（アリスインディソナンス）さんはいらっしゃいますでしょうか？

助演女優、泣き、美術部門は「積層のAestivum（せきそうのアエスティウム）」です
キーハさんはいらっしゃいますでしょうか？



体験版・連作部門は[シロナガス島への帰還]です
旅の道さんはいらっしゃいますでしょうか？

そして主演男優、主演女優、心、ロジック、作品部門は「親愛なる孤独と苦悩へ」です
らくそうもくさんはいらっしゃいますでしょうか？
作品部門の記念品は楯となっております。



（最後、今回お越しいただけなかったサークルさんからの受賞コメントを紹介いたします。）










おわりに
さて、これにておすすめ同人紹介による
同人ゲーム・オブ・ザ・イヤー2017　授賞作発表を終了いたします。
授賞されたサークルさんおめでとうございます。
ノミネートさせていただいたサークル様、さらには昨年度作品を発表され、プレイ
させていただいた全てのサークル様、会場にお越しくださった皆様、
放送をご覧になってくださった皆様、ありがとうございました。
おかげさまでこのような催しを行うことができました。
　また来年も開催予定ですので、よろしくお願いいたします。
　主催はおすすめ同人紹介、みなみでした。
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